
日本武道館へ御着された天皇皇后両陛下

　　　記念式典・日本武道祭に
天皇皇后両陛下が御来臨

日 本 武 道 館
開館五十周年



日本武道祭を盛大に挙行

国歌斉唱



日本武道館開館五十周年　記念式典・

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
開
館
五
十
周
年

記
念
式
典
・
日
本
武
道
祭
は
10
月
５
日
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
、
日
本
武
道
館

大
道
場
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
は
開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

松
永
光
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
来

賓
祝
辞
に
は
高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会
長
が

立
っ
た
。
日
本
武
道
祭
に
移
り
、
演
武
は
小
笠

原
流
弓
馬
術
の
蟇
目
の
儀
で
幕
を
開
け
た
。
現

代
武
道
９
道
と
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
が
真
髄

を
披
露
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団

が
招
待
演
武
を
行
っ
た
。
演
武
納
め
に
森
重
流

砲
術
の
爆
音
が
轟
い
て
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

会
場
に
は
招
待
客
約
５
５
０
０
名
が
参
集
。

現
代
武
道
、
古
武
道
の
技
と
心
を
真
剣
な
眼
差

し
で
見
つ
め
て
い
た
。
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【
日
本
武
道
祭
演
武
順
】

　

演
武
始
め　

小
笠
原
流
弓
馬
術

　
　

①
柔
道

　
　

②
剣
道

　
　

③
相
撲

　
　

④
空
手
道

　
　

⑤
弓
道

　
　

⑥
合
気
道

　
　

⑦
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

　
　

⑧
な
ぎ
な
た

　
　

⑨
少
林
寺
拳
法

　
　

⑩
銃
剣
道

　

招
待
演
武　

ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝

統
武
道
団

　

演
武
納
め　

森
重
流
砲
術

小笠原流弓馬術
蟇目の儀
　蟇

ひき

目
め

とは矢の先に付けた蟇
ひき

目
めか

鏑
ぶら

のことで、木を挽
ひ

いて削る

ので引目といい、その形が蟇
ひき

蛙
がえる

に似たところから蟇目ともい

われている。矢が飛ぶときに風を切り、音を発し、それによ

って魔障を退散させる。蟇目の儀は弓馬術礼法小笠原教場の

歩
ほ

射
しゃ

として最も重要な儀式となっている。
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柔　道
五の形
　五

いつつ

の形
かた

は嘉納治五郎が明治二十年に講道館柔道の形として

制定したもので、柔道の攻撃防御の理合を高尚に表現し、五

本まで作られた。五の形と称しているが、個々の技に名称は

ない。この形は天地自然の姿であり、その理法をかたどって

柔道的に表現した芸術味のあふれた形である。
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剣　道
日本剣道形
　明治・大正・昭和の三代にわたる剣豪高野佐三郎、内藤高

治、門奈正、根岸信五郎、辻真平を中心に、剣道各流派の粋

を集め、最も基本的な技を選び、太刀七本、小太刀三本に組

み立てて、技の理合を極め、剣道の真髄を追求し、剣道修錬

の基礎としたものである。
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相　撲
基本動作と技・決まり手
　基本動作では、互いに正々堂々と戦う意味を示す塵

ちり

浄
ちょ

水
うず

、

相撲の動作で最も基本となる四
し

股
こ

、股関節および上半身の柔

軟性を高める股割りを披露。決まり手は、試合で最も多く見

られる寄り切りのほか、押し出し、吊り出し、上手投げを披

露し、最後は居反りで豪快に締めくくる。

空手道
形・クルルンファとその分解
　クルルンファは剛柔流の代表的な形である。動きの速い部

分が多く、猫の動きのように素早く、そして、粘りのある動

きに変わる緩急の動作が特徴である。分解は演武した形が実

際にどのような意味を持つのか、選手同士が行う攻防の実演

である。
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弓　道
一つ的坐射礼
　射礼は古来、祭祀、式典などにおいて、その時代の式服を

着用し、起居進退に従って射を行うものである。一
ひと

つ的
まと

坐
ざ

射
しゃ

礼
れい

は射礼の一つの形式で、三人の射手で行う。慶祝などの時

に行う射礼であり、多人数で行う射礼の形を示すものとして

重視されている。

合気道
自由技演武
　合気道は相手といたずらに力で争うことなく、入身

と転換の体
たい

捌
さば

きから生まれる技によって、互いに切磋

琢磨し合って稽古を重ね、心身の錬成を図ることを目

的としている。自由技演武では、様々な攻撃に対し

て、基本技、応用技を用いて応じる。
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柳生新陰流兵法剣術
燕飛之太刀
　上泉信綱が愛洲陰流の猿廻より発展させ、燕飛、猿

廻、山陰、月影、浦波、浮舟の六本の太刀として完成

した。これを序破急の調子により連続して遣う。懸、

待、表、裏の刀法が円転滑脱、流れる如く自在に展開

する。

なぎなた
全日本なぎなたの形
　なぎなたの技の中でも代表的な理合にかなった操法

を組み合わせたものである。しかし、重要なことはそ

の精神である。形を通じて心を磨き、技を練り、理に

かなった高度な形を行うことにあらゆる努力、精進を

続け、自己の完成を目指すことを目的とする。
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少林寺拳法
状況演武
　状

じょう

況
きょ

演
うえ

武
んぶ

とは、攻撃する三人を相手にした状況を想定し、

剛
ごう

法
ほう

・柔
じゅう

法
ほう

の技術を披露するものである。剛法では突き、蹴

りと受けの攻防における極めと冴
さ

えが、柔法では鋭く豪快な

投げ技が見所である。また、三人の攻撃に対処する護身の技

法も行われる。

銃剣道
銃剣道対短剣道　異種の応用技
　長い木銃を持った銃剣道と短い竹刀を持った短剣道の両者

が相対し、遠間からの銃剣道と、その技をかいくぐって懐に

飛び込む短剣道それぞれの間合の攻防が見所である。また、

左手で相手の体を制して突く制体技も短剣道独特の大きな特

徴である。
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サンボ

マス・レスリングコレッシュ

コサック武術

招待演武　ロシア連邦民族・伝統武道団
サンボ、マス・レスリング、コレッシュ、コサック武術
　本年は日露武道交流年にあたり、交流事業の一環として、ロシア

連邦民族・伝統武道団がサンボ、マス・レスリング、コレッシュ、

コサック武術を披露した。静寂の中で行われる日本武道と違い、会

場にはロシアの民族音楽が流れ、それに合わせながらの演武で観客

を魅了した。
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開館 50年を迎えた
日本武道館

森重流砲術
備打
　森重流砲術は江戸時代に森

もり

重
しげ

靭
ゆき

負
え

都
すべ

由
よし

が諸国の砲術の奥義

を極め、興した流派である。披露された備
そなえ

打
うち

は、横隊に並ん

だ射手が指揮者の下知により、膝
ひざ

台
だい

、腰放し、立ち放しのそ

れぞれ異なった据
きょじ

銃
ゅう

姿勢を以て三射するものである。
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安倍首相を来賓に記念祝賀会

主催者を代表して松永光会長が挨拶

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
開
館
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
10

月
５
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
長
、
山
崎
正

昭
参
議
院
議
長
、
丹
羽
秀
樹
文
部
科
学
副
大
臣
、
高
村
正
彦
武
道
議
員
連

盟
会
長
を
来
賓
に
、
政
財
官
武
道
関
係
者
約
530
名
が
出
席
し
て
、
東
京
・

飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
松
永
光
会
長
が
主
催
者
挨
拶
。
そ

の
後
、
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
塩
川
正
十
郎
前
会
長
（
現
顧
問
）
を
始

め
、
６
名
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
臼
井
日
出
男
理
事
長
の
発
声
で
乾

杯
。
出
席
し
た
招
待
客
全
員
で
日
本
武
道
館
の
五
十
周
年
を
祝
っ
た
（
詳

細
は
288
ペ
ー
ジ
）。
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◉高村正彦武道議員連盟会長
「日本武道館は大変長い間、中学校武道を必

修にしようと取り組んできたわけであります

が、なかなか実現しませんでした。しかし、

安倍総理の強い指導力によって、教育基本法

が改正されて、その流れの中で武道必修が実

現しました。現在、日本武道館はその授業内

容をより充実させようということで必死に取

り組んでおられる、大変ありがたいことであ

ります。日本武道館そして、日本武道のさら

なる発展を心からお祈り申し上げます」

◉松永光日本武道館会長
「昼に五十周年記念式典・日本武道祭を開催

し、たくさんの方に来ていただいて、成功裏

におさめることができました。心から感謝を

しております。私ども職員、力を合わせて、

先輩に負けないように心を新たにして日本武

道館の、日本の伝統文化である武道の一層の

普及発展を目指して頑張ってまいります。安

倍総理のもとで武道は中学校で必修になりま

した。ご列席の皆様におかれましては、今後

もご協力をお願い申し上げます」



15 月刊「武道」　2014. 11

祝
賀
会塩川正十郎前会長（顧問）ほか５名に松永会長から特別功労章が贈られた

祝
賀
会

◉安倍晋三内閣総理大臣
「武道が今日我が国のみならず広く世界の

人々に愛され、親しまれていることは誠に喜

ばしいことで、世界に誇る武道の殿堂、日本

武道館なくしては今日の武道の普及、発展は

ありませんでした。2020 年には東京オリン

ピック・パラリンピックが開催され、日本武

道館が熱い戦いの場となります。大会を契機

に国内外の多くの方々が武道の真髄に触れ、

平和で豊かな社会づくりへと向かうことを期

待しております」

15 月刊「武道」　2014．11



交流演武
会
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臼井日出男理事長の音頭で乾杯
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交流演武
会

日露武道交流年記念事業

ロシア連邦民族・伝統武道団
交流演武会を開催

交流演武会には観客約 1500 名が集まった

　

日
露
武
道
交
流
年
記
念
事
業
ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
交
流
演

武
会
は
10
月
４
日
、
日
本
武
道
館
前
広
場
で
行
わ
れ
た
。
演
武
会
で
は
ロ

シ
ア
の
伝
統
武
術
の
サ
ン
ボ
、
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
、
コ
サ
ッ
ク
武
術
、

コ
レ
ッ
シ
ュ
が
演
武
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
側
か
ら
天
道
流
薙
刀
術
が
演

武
し
、
橋
本
久
美
子
元
首
相
夫
人
と
安
倍
昭
恵
首
相
夫
人
が
し
か
け
応
じ

を
披
露
し
た
。
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交流演武
会

サンボ　Самбо

　ロシアのサンボは武器を使わない護身術として、1920 ～

30 年代に誕生した。良いものは全て取り入れ、発展と革新

を続けるという精神に立ち、様々な民族文化の武術手法のみ

ならず、精神的規範も取り入れてきた。今日ではロシアで人

気のあるスポーツの一つとなっており、ロシア国内では 30

万人の愛好家が親しんでいる。

マス・レスリング　Мас-рестлинг

　マス・レスリングはロシア北東部に位置するサハ共和国の

伝統スポーツで、マスとは木の棒を意味し、レスリングは英

語から来ている。相手に触れることのない唯一の格闘技で、

棒を用いて戦う。選手は板に足を踏ん張って座り、木の棒を

引っ張る。相手を自分の側に引き寄せるか、木の棒を奪うこ

とができた者の勝利となる。
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交流演武
会

コサック武術　Казачье боевое

　戦う民族であるコサックは、数世紀に渉
わた

ってロシアを守

り、ロシアに栄光をもたらしながら自らの武術を完成させて

きた。コサック武術の最も基礎となるのはコサック刀の修得

であり、古来の武器の使い方を習得することで、祖先から受

け継がれた戦闘の典型的な身動きが無意識に身につくのであ

る。
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交流演武
会

交流演武
会コレッシュ　Корэш

　コレッシュはロシア連邦西部に位置するタタルスタン共和

国を構成するタタール民族の様々な風習や儀式、伝統を伝

え、タタール文化を構成するものである。祝祭行事の目玉と

して受け継がれ、強さ、敏捷性、耐久性を競う。特徴として、

ルール上、対戦相手の体を一度床から離さなくてはならず、

離すことなく行われた技は得点とはならない。



21 月刊「武道」　2014．11

交流演武
会

交流演武
会

日本でも人気を博した
元総合格闘家・ヒョードルが来場

天道流薙刀術
　天道流は今から 450 年前に斎

さい

藤
とう

判
ほう

官
がん

伝
でん

鬼
き

房
ぼう

勝
かつ

秀
ひで

によって

常陸国（茨城県）で創始された武術である。斎藤は諸国修行

を終えて郷里に帰り、霞
かすみ

神
しん

道
とう

流
りゅう

の櫻
さく

井
らい

大
おお

隅
すみ

守
のかみ

との決闘の際に

示した矢切の術を一
いち

文
もん

字
じ

の乱
みだれ

といい、流儀の基本となってい

る。現在は薙刀、二刀、杖、剣、鎖鎌、小太刀などの技が伝

承されている。

橋本元首相夫人と安倍首相夫人が
しかけ応じを披露

ヒョードル・エメリヤネンコ
ロシア連邦スポーツ省特別補佐官
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交流演武
会

交流演武
会体験交流会



交流演武
会〈広告〉

好
評
発
売
中

23 月刊「武道」　2014．11
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）



天
皇
盃
第
65
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会

平
澤
敏
弘
（
長
野
）
が
初
優
勝

日露武道交流年記念事業

ロシア連邦民族・伝統武道団交流演武会

公益財団法人日本武道館開館五十周年

記念式典・日本武道祭



262014．11　月刊「武道」

ニュース

剣道の演武を御覧になる両陛下

天皇皇后両陛下を御迎えして
日本武道館開館五十周年

記念式典・日本武道祭を開催
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公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
開
館
五
十

周
年
記
念
式
典
・
日
本
武
道
祭
は
10
月
５

日
午
後
２
時
よ
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

行
幸
啓
を
仰
ぎ
、
日
本
武
道
館
大
道
場
に

お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

当
日
は
台
風
18
号
の
接
近
に
伴
っ
て
、

大
荒
れ
の
天
候
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
会
場

に
は
武
道
関
係
者
ら
約
５
５
０
０
名
が
参

集
。
報
道
陣
も
23
社
が
集
ま
り
、
高
い
関

心
が
窺
わ
れ
た
。

　

大
太
鼓
の
合
図
が
鳴
り
響
き
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
ご
来
臨
。
両
陛
下
が
御
着
席

さ
れ
る
と
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理

事
長
が
開
式
を
宣
言
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。

「
日
本
武
道
館
は
武
道
を
普
及
奨
励
す
る

こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
以

来
、
武
道
の
中
心
施
設
と
し
て
、
振
興
発

展
の
た
め
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

武
道
は
武
士
道
の
伝
統
に
由
来
す
る
我
が

国
の
伝
統
武
技
で
あ
り
、
道
徳
心
を
高
め

て
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
人
間
形
成
の
道
で

あ
り
ま
す
。
海
外
に
お
い
て
も
、
広
く
愛

好
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
の
武

道
振
興
を
図
っ
て
、
日
本
の
発
展
に
寄
与

し
、
広
く
世
界
の
平
和
と
福
祉
に
貢
献
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
」

　

続
い
て
、
高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会

長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
日
本
武
道
館
の
歴
史
は
今
か
ら
53
年
前

に
武
道
を
愛
好
す
る
衆
参
両
院
525
名
の
議

員
が
結
束
し
、
武
道
の
大
殿
堂
を
建
設
し

よ
う
と
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
超
党

派
に
よ
る
全
会
一
致
で
建
設
の
決
議
が
な

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
日
本
武
道

館
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
国

内
外
に
幅
広
く
武
道
振
興
普
及
事
業
、
教

育
文
化
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

開
館
五
十
周
年
を
契
機
に
、
我
が
国
が
将

来
に
も
豊
か
で
平
和
な
国
で
あ
る
よ
う
青

少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
、
更
な
る
前
進

を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
武
道
議
員
連
盟
も
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

記
念
式
典
は
こ
れ
で
終
了
し
、
間
を
置

か
ず
に
日
本
武
道
祭
へ
と
移
っ
た
。
三
藤

芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
が
開

会
を
宣
す
る
と
、
演
武
始
め
と
し
て
小
笠

原
流
弓
馬
術
が
登
場
し
た
。

　

同
流
は
魔
障
退
散
を
意
味
す
る
蟇ひ
き

目め

の

儀ぎ

を
執
行
。
放
た
れ
た
矢
の
鏑
か
ぶ
ら

は
、
ヒ
ョ

ー
と
い
う
音
を
発
し
な
が
ら
、
張
り
つ
め

た
会
場
の
空
気
を
引
き
裂
い
た
。
柔
道
、

剣
道
、
相
撲
、
空
手
道
と
続
き
、
演
武
が

終
わ
る
度
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧

き
起
こ
っ
た
。
第
一
部
は
こ
こ
で
終
了
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
こ
こ
で
御
帰
り
に
な

ら
れ
た
。

　

第
二
部
は
弓
道
か
ら
始
ま
っ
た
。
合
気

道
、柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
、な
ぎ
な
た
、

少
林
寺
拳
法
、
銃
剣
道
と
続
き
、
日
本
武

道
の
精
華
を
披
露
し
た
。

　

昨
年
４
月
の
日
露
首
脳
会
談
で
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
間
で
、
本
年
を
日
露

武
道
交
流
年
と
す
る
こ
と
で
合
意
が
な
さ

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
日
本
武
道
祭
に
は

ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
が
招
待

さ
れ
、
サ
ン
ボ
、
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
、

ハ
プ
サ
ガ
イ
（
地
面
に
体
の
一
部
が
着
い

た
ら
負
け
と
な
る
競
技
）、コ
レ
ッ
シ
ュ
、

コ
サ
ッ
ク
武
術
が
演
武
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
静
寂
の
中
で
行
わ
れ
る
日
本
の
武
道
の

演
武
と
は
違
い
、
ロ
シ
ア
民
族
音
楽
の
大

音
響
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

　

演
武
納
め
に
森
重
流
砲
術
が
登
場
し

た
。
火
縄
銃
か
ら
轟
く
銃
声
に
観
客
が
ざ

わ
め
く
中
、
次
々
に
火
蓋
が
切
ら
れ
て
い

く
。
火
薬
の
匂
い
と
硝
煙
が
立
ち
こ
め
る

中
、
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
閉
会
を
宣

言
し
、
日
本
武
道
祭
は
盛
会
裡
に
幕
を
閉

じ
た
。

記念式典

会場には武道関係者ら約 5500 名が集まった
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◉
小
笠
原
流
弓
馬
術
＝

　

小
笠
原
清
忠
三
十
一
世
宗
家（
神
奈
川
）

「
両
陛
下
の
前
で
演
武
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
こ
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
非
常
に
光

栄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
演
武
は

普
段
通
り
に
粛
々
と
執
行
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
の
古
武
道
大
会
で
儀
式
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で

す
。
父
が
射
手
で
私
は
介
添
え
で
し
た
。

翌
年
は
射
手
で
し
た
の
で
、
私
も
す
ぐ
に

で
も
息
子
に
譲
り
た
い
で
す
ね
。
今
日
で

最
後
を
飾
っ
た
つ
も
り
で
す
の
で
、
い
つ

で
も
引
退
で
き
ま
す
。

　

日
本
武
道
館
に
は
古
武
道
を
含
め
た
武

道
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
芸
能
関
係

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
今
後
も
武

道
を
奨
励
す
る
財
団
で
あ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
」

◉
柔
道
＝
佐
藤
伸
一
郎
七
段
（
東
京
）

「
御
前
演
武
と
い
う
こ
と
は
気
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
今
思
う
と
、
体
が

浮
い
て
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
緊

張
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

日
本
武
道
館
の
地
方
の
指
導
者
研
修
会

で
何
度
か
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
う
い
っ
た
機
会
に
地
方
の
先
生

方
と
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
大
変

小笠原流弓馬術

柔道

杖道 居合道

剣道（日本剣道形） 剣道（木刀による剣道基本技稽古法）
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勉
強
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」

◉
剣
道
＝
梯
正
治
範
士
八
段
（
東
京
）

「
今
回
は
制
限
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
予

行
演
習
を
何
度
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
時
間
内
に
収
ま
っ
た
の
で
、
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。
御
前
で
は
礼
法
も
普
段

と
は
少
し
違
い
、
省
か
な
い
よ
う
に
と
考

え
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
顔
を
拝
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は
言
い
ま

し
て
も
、
御
前
演
武
は
一
生
で
も
う
二
度

と
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
大
変
光
栄
な
こ

と
で
し
た
」

◉
相
撲
＝
舛
田
守
七
段
（
東
京
）

「
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
相
撲
を
や
っ
て

い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
学
生
は
だ
い
ぶ
緊

張
し
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
。

　

学
生
た
ち
は
日
本
武
道
代
表
団
派
遣
事

業
で
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

帰
っ
て
く
る
と
、
人
間
的
に
一
回
り
成
長

し
て
、
度
胸
も
つ
け
て
き
ま
す
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

◉
相
撲
＝
金
子
尚
平
三
段
（
東
京
）

「
も
の
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。
実
際
に

記
念
式
典
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
見
え

に
な
っ
た
と
き
に
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た

ね
。
２
年
前
に
イ
ン
ド
に
行
か
せ
て
も
ら

っ
た
経
験
が
教
育
実
習
で
活
き
ま
し
た
。

地
理
で
し
た
が
、
宗
教
の
こ
と
を
話
し
た

相撲

空手道

御
前
演
武
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り
、
撮
っ
た
写
真
を
生
徒
に
見
せ
た
り
し

ま
し
た
」

◉
空
手
道
＝
木
村
陽
子
公
認
五
段（
大
阪
）

「
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
前
で
空
手
道
を
し

っ
か
り
見
て
い
た
だ
く
と
い
う
役
割
を
無

事
に
果
た
せ
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
武
道
館
は
ず
っ
と
憧
れ
て
い
て
よ

う
や
く
出
場
で
き
た
全
日
本
選
手
権
の
舞

台
な
の
で
、
こ
こ
に
く
る
と
神
聖
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
何
年
経
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
原
点
と
し
て
残
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

◉
弓
道
＝
久
保
田
清
範
士
八
段
（
茨
城
）

「
一
つ
的
坐
射
礼
は
三
人
の
動
き
が
見
せ

場
に
な
る
の
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
伝
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
平
成
15
年
あ
た
り
に

鏡
開
き
式
で
初
め
て
演
武
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
弓
道
場
と
違
っ
て
、
拍

手
や
観
客
の
声
が
立
体
的
に
聞
こ
え
て
き

た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
ね
」

◉
合
気
道
＝

　

植
芝
充
央
本
部
道
場
道
場
長
代
行（
東
京
）

「
い
い
緊
張
感
の
中
、
演
武
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
演
武
は
普
段
我
々
が
稽
古
し
て
い

る
基
本
を
中
心
に
演
武
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
学
３
年
生
の
と
き
に
初
め
て
全
日
本

合
気
道
演
武
大
会
に
出
場
し
た
の
が
、
日

弓道

なぎなた

合気道（右上・自由技、左上・基本技〔投げ技〕、下・基本技〔固め技〕）

柳生新陰流兵法剣術（左・三学円之太刀、右・燕飛之太刀）
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少林寺拳法
（上・状況演武、中・自由組演武、下・女子団体演武）

本
武
道
館
の
思
い
出
で
一
番
大
き
い
で
す

ね
。
当
時
は
先
代
の
吉
祥
丸
道
主
が
存
命

で
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
こ
と
を
覚
え
て

お
り
ま
す
」

◉
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
＝

　

柳
生
耕
一
厳
信
宗
家
（
愛
知
）

「
日
本
武
道
館
で
は
第
一
回
全
日
本
古
武

道
演
武
大
会
に
父
が
出
場
し
ま
し
て
、
以

来
、
長
い
間
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
日
改
め
て
、
日
本
の
伝
統
文

化
の
精
神
を
次
世
代
に
正
し
く
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
自
分
の
大
切
な
使
命
で
あ
る

と
肝
に
銘
じ
る
と
と
も
に
、
50
周
年
の
日

本
武
道
祭
で
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
」

◉
な
ぎ
な
た
＝
畠
瀬
美
佐
子
範
士（
岡
山
）

「
一
本
一
本
が
真
剣
で
す
か
ら
、
同
じ
形
か
た
ち

が
で
き
な
い
の
で
、
十
分
お
稽
古
し
た
も

の
が
で
き
る
か
が
一
番
心
配
で
し
た
。

　

日
本
武
道
館
に
は
伝
統
文
化
で
あ
る
武

道
を
今
後
も
大
事
に
し
て
い
た
だ
い
て
、

子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
者
も
育
て

て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
」

◉
少
林
寺
拳
法
＝

　

荒
井
章
士
准
範
士
六
段
（
香
川
）

「
晴
れ
の
舞
台
で
す
の
で
、
全
員
が
し
っ

か
り
と
練
習
し
て
臨
み
ま
し
た
。
今
、
率

直
に
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
他
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武
道
の
方
も
多
く
来
ら
れ
て
い
る
の
で
空

気
が
違
っ
て
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。

　

引
退
試
合
の
全
日
本
学
生
大
会
が
日
本

武
道
館
で
あ
り
ま
し
て
、
３
位
に
終
わ
っ

て
悔
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
終
わ
っ
た
後
の
爽
快
な
気
持
ち
は

今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
」

◉
銃
剣
道
＝
佐
藤
亨
範
士
八
段
（
福
島
）

「
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
え
て
あ
り
が
と
う

と
い
う
気
持
ち
で
す
ね
。
稽
古
始
め
の
時

と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
独
特
の
雰
囲
気
で
し

た
ね
。
銃
剣
道
の
演
武
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

実
力
な
り
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
武
道
館
は
全
日
本
選
手
権
大
会
の

会
場
で
、
平
成
７
年
に
出
場
し
て
決
勝
で

負
け
て
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
は
普
及
事
業
で
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
外
国
人
と
の
交
流

や
青
少
年
の
育
成
、
中
学
校
武
道
の
こ
と

な
ど
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

◉
森
重
流
砲
術
＝

　

小
野
尾
正
治
名
誉
師
範
（
千
葉
）

「
火
薬
で
身
も
心
も
清
め
ま
し
た
か
ら
、

こ
れ
で
皆
さ
ん
、
す
っ
き
り
し
た
形
で
お

帰
り
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
音
が
す
ご
い
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
け
ど
、
こ
の
武
器
が
今
か
ら
200
〜

300
年
前
の
日
本
を
守
っ
て
い
た
わ
け
で
す

よ
。
今
日
の
よ
う
な
武
道
の
演
武
を
天
皇

皇
后
両
陛
下
に
御
覧
い
た
だ
い
て
、
こ
ん

な
い
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
本
当

に
武
道
館
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」

銃剣道（上・銃剣道基本技・引き立て稽古、　
　　　　下・銃剣道の応用技）

コレッシュ サンボ

コサック武術 ハプサガイ

招
待
演
武　

ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
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【
演
武
者
一
覧
】

▽
小
笠
原
流
弓
馬
術

　

小
笠
原
清
忠　

三
十
一
世
（
神
奈
川
）

　

小
笠
原
清
基　

三
十
一
世
嫡
男（
神
奈
川
）

　

九
里　

孝
義　

重
籐
弓
免
許
（
三
重
）

　

砂
口　

勝
紀　

重
籐
弓
免
許
（
大
阪
）

　

川
村　

明
義　

重
籐
弓
格
免
許
（
京
都
）

　

鎌
形
佐
知
夫　

重
籐
弓
格
免
許
（
千
葉
）

　

吉
田　

昌
伸　

相
位
弓
格
免
許（
神
奈
川
）

▽
柔
道

　

佐
藤
伸
一
郎　

七
段
（
東
京
）

　

増
地　

克
之　

六
段
（
茨
城
）

▽
剣
道

　

梯　
　

正
治　

範
士
八
段
（
東
京
）

　

濱
﨑　
　

滿　

範
士
八
段
（
東
京
）

　

河
口　

俊
彦　

居
合
道
範
士
八
段（
山
口
）

　

小
倉　
　

昇　

居
合
道
範
士
八
段（
栃
木
）

　

荒
井　
　

洋　

杖
道
範
士
八
段（
神
奈
川
）

　

大
里　

耕
平　

杖
道
範
士
八
段（
神
奈
川
）

　

軽
米　

満
世　

教
士
七
段
（
千
葉
）

　

秋
葉
知
恵
子　

教
士
七
段
（
千
葉
）

▽
相
撲

　

舛
田　
　

守　

七
段
（
東
京
）

　

金
子　

尚
平　

三
段
（
東
京
）

　

黒
川
宏
次
朗　

三
段
（
東
京
）

　

鳩
岡　

良
祐　

二
段
（
東
京
）

　

坪
山　

晃
大　

二
段
（
東
京
）

▽
空
手
道

　

木
村　

陽
子　

公
認
五
段
（
大
阪
）

　

森
岡　

実
久　

公
認
参
段
（
兵
庫
）

　

柏
岡　

鈴
香　

公
認
参
段
（
大
阪
）

▽
弓
道

　

久
保
田　

清　

範
士
八
段
（
茨
城
）

　

村
川　

平
治　

教
士
八
段
（
東
京
）

　

土
佐　

正
明　

教
士
八
段
（
千
葉
）

▽
合
気
道

　

植
芝　

充
央　

本
部
道
場
道
場
長
代
行（
東
京
）

　

栗
林　

孝
典　

七
段
位
（
東
京
）

　

金
澤　
　

威　

七
段
位
（
千
葉
）

　

鈴
木　

俊
雄　

五
段
位
（
東
京
）

　

小
谷　

佑
一　

五
段
位
（
東
京
）

　

内
田　

直
人　

四
段
位
（
千
葉
）

　

日
野　

皓
正　

四
段
位
（
東
京
）

▽
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

　

柳
生
耕
一
厳
信　

宗
家
（
愛
知
）

　

葭
谷　
　

努
（
神
奈
川
）

　

鈴
木　

泰
充
（
愛
知
）

　

柴
田　

幸
芳
（
岐
阜
）

▽
な
ぎ
な
た

　

畠
瀬
美
佐
子　

範
士
（
岡
山
）

　

中
村
ゆ
り
子　

範
士
（
福
岡
）

▽
少
林
寺
拳
法

　

荒
井　

章
士　

准
範
士
六
段
（
香
川
）

　

田
中　

由
喜　

大
拳
士
五
段
（
香
川
）

　

谷　
　

聡
士　

正
拳
士
五
段
（
香
川
）

　

秋
元　

宏
介　

中
拳
士
三
段
（
香
川
）

　

石
井　

明
仁　

大
拳
士
五
段
（
東
京
）

　

川
島　

佑
斗　

正
拳
士
四
段
（
東
京
）

　

佐
原　

ま
い　

参
段
（
東
京
）

　

伊
勢　

歩
実　

参
段
（
新
潟
）

　

岩
井　

久
子　

弐
段
（
東
京
）

　

大
浦　
　

薫　

弐
段
（
神
奈
川
）

　

郡
山
し
ず
か　

一
級
（
埼
玉
）

　

高
村　

映
光　

三
級
（
東
京
）

▽
銃
剣
道

　

佐
藤　
　

亨　

範
士
八
段
（
福
島
）

　

相
野　

照
昭　

教
士
八
段
（
青
森
）

　

浦
部　

聖
二　

教
士
七
段
（
香
川
）

　

中
島　

克
直　

教
士
七
段
（
宮
城
）

　

中
野
渡
弥
生　

錬
士
六
段
（
神
奈
川
）

　

遠
藤　

里
紗　

三
段
（
神
奈
川
）

▽
森
重
流
砲
術

　

小
野
尾
正
治　

名
誉
師
範
（
千
葉
）

　

村
上
藤
次
郎　

師
範
（
東
京
）

　

青
木　
　

孝　

師
範
（
神
奈
川
）

　

角
替　
　

進　

免
許
（
静
岡
）

　

齋
藤　

一
博　

免
許
（
神
奈
川
）

　

片
山　

直
巳　

免
許
（
静
岡
）

　

石
井　

和
己　

免
許
（
千
葉
）

◉
三
藤
芳
生日

本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長

　

こ
の
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
説
明

役
を
務
め
た
大
会
実
行
委
員
長
の
三
藤
理

事
・
事
務
局
長
に
話
を
聞
い
た
。

「
両
陛
下
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
演
武
に
つ

い
て
御
下
問
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
歴
史

や
内
容
な
ど
を
具
体
的
に
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
し
た
。
特
に
空
手
道
の
演
武
に
ご
関

心
を
持
た
れ
て
い
た
ご
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
が
世

界
に
広
く
普
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
両
陛
下
に
は
武
道

に
深
い
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
間
近
で
強
く
感
じ
ま
し
た
」

森重流砲術（上・居放、下・備打）
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公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
開
館
50
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
10
月
５
日
、
日

本
武
道
祭
終
了
後
、
会
場
を
東
京
・
飯
田

橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
移
し
、

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
長
、
山
崎
正
昭
参
議
院
議
長
、
丹

羽
秀
樹
文
部
科
学
副
大
臣
、
高
村
正
彦
武

道
議
員
連
盟
会
長
を
来
賓
に
、
政
官
財
武

道
関
係
者
ら
約
500
名
が
集
ま
っ
て
、
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
の
午
後
５
時
、
三
藤
理
事
・
事
務

局
長
が
開
式
を
告
げ
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

松
永
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
来
賓
祝
辞

で
は
安
倍
首
相
、伊
吹
議
長
、山
崎
議
長
、

丹
羽
副
大
臣
、
高
村
会
長
の
順
に
登
壇
し

た
（
松
永
会
長
、
安
倍
首
相
、
高
村
会
長

の
挨
拶
要
旨
は
14
〜
15
頁
に
掲
載
）。

　

次
に
、
日
本
武
道
館
の
事
業
に
長
年
に

わ
た
り
功
績
を
挙
げ
た
功
労
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
松
永
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品

が
渡
さ
れ
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
塩
川

正
十
郎
前
会
長
（
現
顧
問
）、
井
上
裕
前

理
事
長
（
故
人
）、
岩
間
英
太
郎
日
本
武

道
協
議
会
武
道
功
労
表
彰
審
議
会
前
委
員

（
故
人
）、
鳥
居
泰
彦
同
委
員
、
福
島
林
邨

月
刊
「
書
写
書
道
」
編
集
顧
問
、
栁
下
昭

夫
同
顧
問
の
６
名
（
詳
細
別
掲
）。

約 500 名が参集して
日本武道館五十周年を祝う

公益財団法人日本武道館開館五十周年記念式典・祝賀会

10月 5日　ホテルグランドパレス
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祝
宴
で
は
松
永
会
長
の
音
頭
に
合
わ
せ

て
、
臼
井
理
事
長
と
来
賓
５
名
が
鏡
開
き

を
行
っ
た
。
続
い
て
、
臼
井
理
事
長
の
発

声
で
乾
杯
を
行
い
、
懇
談
に
移
っ
た
。

　

懇
談
で
は
安
倍
首
相
が
列
席
者
と
気
さ

く
に
歓
談
に
応
じ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
日
に
演

武
を
行
っ
た
昭
恵
夫
人
も
出
席
し
、
首
相

夫
妻
揃
っ
て
の
祝
宴
と
な
っ
た
。
宴
も
闌
た
け
な
わ

で
あ
っ
た
が
、
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
の

閉
式
の
辞
で
、
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

伊吹文明衆議院議長

功労者表彰

乾杯

山崎正昭参議院議長丹羽秀樹文部科学副大臣

◆
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
長

「
改
正
教
育
基
本
法
で
は
日
本
の
伝
統
文

化
を
大
切
に
す
る
と
い
う
心
根
を
謳
っ
て

お
り
ま
す
。
中
学
校
体
育
で
は
日
本
の
伝

統
武
道
が
必
修
科
目
に
な
り
ま
し
た
。
武

道
に
脈
々
と
流
れ
る
日
本
人
の
生
き
方
、

心
根
を
若
い
人
が
身
に
つ
け
、
将
来
の
日

本
、
国
際
社
会
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
し
た
。
日
本
武
道
館
は
そ
う
い
っ

た
武
道
に
流
れ
る
精
神
を
守
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
設
立
さ
れ
た
原
点
を
再
確
認

し
、
新
た
な
百
年
の
歴
史
に
向
か
っ
て
、

発
展
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ

て
お
り
ま
す
」

◆
山
崎
正
昭
参
議
院
議
長

「
貴
館
は
我
が
国
の
誇
る
武
道
を
広
く
奨

励
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
国
家
の
発

展
、
な
ら
び
に
世
界
平
和
の
実
現
に
向

け
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対

し
て
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
よ
り
中
学
校
に

お
い
て
武
道
が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
を

学
ぶ
こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
、
そ
の
可
能

性
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
」

◆
丹
羽
秀
樹
文
部
科
学
副
大
臣

「
今
日
、
武
道
が
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
諸
外
国
で
も
普
及
発
展
し
て
い
る
こ

と
は
、
皆
様
の
ご
熱
意
と
ご
努
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

も
武
道
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
、
武
道
を
通
し
た
幸
福
で
豊
か
な
社
会

の
創
出
に
貢
献
な
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
東
京
で

開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
が
大
成
功
を
お
さ
め
る
よ

う
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
準
備
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

来
賓
祝
辞
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功
労
者
一
覧

塩
川
正
十
郎
（
し
お
か
わ
・
ま
さ
じ
ゅ
う
ろ
う
）

　

大
正
10
年
生
ま
れ
。
昭
和
19
年
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
業
。
42
年
衆
議
院
議
員
初
当
選
、
以
後
11

回
当
選
。
内
閣
官
房
副
長
官
、
運
輸
大
臣
、
文
部
大

臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員

長
、
財
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
。
平
成
10
年
日
本
武
道

館
会
長
に
就
任
（
〜
19
年
）。
現
在
、
東
洋
大
学
総

長
。
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
受
章
。

井
上
裕
（
い
の
う
え
・
ゆ
た
か
）

　

昭
和
２
年
生
ま
れ
。
24
年
東
京
歯
科
医
学
専
門
学

校
卒
業
。
36
年
医
学
博
士
。
51
年
衆
議
院
議
員
初
当

選
。
55
年
参
議
院
議
員
当
選
。
以
後
連
続
４
回
当

選
。
58
年
大
蔵
政
務
次
官
。
平
成
２
年
文
部
大
臣
。

参
議
院
予
算
委
員
長
、
弾
劾
裁
判
所
裁
判
長
、
参
議

院
議
長
を
歴
任
。
平
成
11
年
日
本
武
道
館
常
任
理

事
、
19
年
理
事
長
。
16
年
度
武
道
功
労
章
受
章
。
20

年
逝
去
、
享
年
82
。

岩
間
英
太
郎
（
い
わ
ま
・
え
い
た
ろ
う
）

　

大
正
10
年
生
ま
れ
。
昭
和
21
年
文
部
省
入
省
。
49

年
事
務
次
官
。
51
年
国
立
競
技
場
理
事
長
。
57
年
日

本
体
育
大
学
並
び
に
同
短
期
大
学
学
長
。
58
年
全
日

本
学
生
空
手
道
連
盟
理
事
長
。
60
年
全
日
本
空
手
道

鳥
居
泰
彦
（
と
り
い
・
や
す
ひ
こ
）

　

昭
和
11
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒

業
、
41
年
同
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
留
学
を
経
て
、
51
年
慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。
平
成
元
年
同
学
部
長
。
５

年
慶
應
義
塾
塾
長
、理
事
長
兼
大
学
長
（
〜
13
年
）。

13
年
中
央
教
育
審
議
会
会
長
（
〜
17
年
）。
21
年
日

本
武
道
協
議
会
武
道
功
労
表
彰
審
議
会
委
員
。
現

在
、
慶
應
義
塾
学
事
顧
問
、
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟

会
長
、
全
日
本
剣
道
連
盟
顧
問
。

福
島
林
邨
（
ふ
く
し
ま
・
り
ん
そ
ん
）

　

昭
和
６
年
生
ま
れ
。
32
年
田
邉
古
邨
に
師
事
。
33

年
東
京
学
芸
大
学
書
道
専
攻
科
修
了
。
44
年
書
道
同

連
盟
特
別
顧
問
。

日
本
武
道
協
議
会

武
道
功
労
表
彰
審

議
会
委
員
（
〜
20

年
）。
22
年
逝
去
、

享
年
91
。

塩川正十郎氏

故　井上裕氏

故　岩間英太郎氏

鳥居泰彦氏
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懇　

談

文
会
竹
堂
賞
受
賞
。
48
年
書
写
技
能
検
定
協
会
審
査

員
。
58
年
書
道
一
元
会
理
事
長
。
59
年
和
洋
女
子
大

学
教
授
。
62
年
全
国
大
学
書
写
書
道
学
会
常
任
理

事
。
63
年
書
道
一
元
会
展
文
部
大
臣
賞
受
賞
。
平
成福島林邨氏

栁下昭夫氏

14
年
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授
。
15
年
国
際
書
道
連

盟
展
招
聘
審
査
員
。
日
本
書
写
技
能
検
定
協
会
理

事
。
日
本
武
道
館
で
は
平
成
４
年
月
刊
「
書
写
書

道
」
編
集
委
員
、
21
年
同
編
集
顧
問
。

栁
下
昭
夫
（
や
ぎ
し
た
・
あ
き
お
）

　

昭
和
２
年
生
ま
れ
。
27
年
國
學
院
大
學
文
学
部
卒

業
。
29
年
東
京
学
芸
大
学
付
属
小
金
井
小
学
校
教

諭
。
43
年
町
田
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
。
44
年
東

京
都
教
育
庁
指
導
主
事
・
副
参
事
。
54
年
文
京
区
明

化
小
学
校
長
、
60
年
文
京
区
誠
之
小
学
校
長
。
全
国

連
合
小
学
校
長
会
長
。
61
年
初
等
中
等
教
育
連
合
会

長
。
国
語
審
議
会
委
員
。
62
年
日
本
教
育
会
副
会

長
。
日
本
武
道
館
で
は
平
成
３
年
の
月
刊
「
書
写
書

道
」
創
刊
か
ら
編
集
委
員
。
20
年
同
編
集
顧
問
。
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昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
と
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
２
０
１
４
年

を
「
日
露
武
道
交
流
年
」
と
す
る
合
意
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
を
記
念
す
る
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統

武
道
団
が
10
月
２
日
に
来
日
。
３
日
に
日

本
武
道
館
へ
の
表
敬
訪
問
、
記
者
会
見
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
４
日
に
交
流

演
武
会
（
17
頁
に
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
掲
載
）、

５
日
に
日
本
武
道
祭
で
の
演
武
（
11
頁
、

32
頁
に
掲
載
）
を
行
っ
た
。
６
日
に
は
ロ

シ
ア
大
使
館
で
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
、
武
道
を
通
じ
た
日
露
交
流

促
進
の
目
的
を
果
た
し
て
帰
国
し
た
。

■
10
月
３
日

◎
表
敬
訪
問

　

ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省
局
長
の
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
率
い
る
ロ

シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
の
代
表
者

12
名
は
、
午
後
２
時
、
日
本
武
道
館
を
訪

れ
た
。
北
口
玄
関
前
で
出
迎
え
た
松
永
光

日
本
武
道
館
会
長
、
臼
井
日
出
男
同
理
事

長
、
三
藤
芳
生
同
理
事
・
事
務
局
長
は
、

ロ
シ
ア
の
代
表
者
一
人
一
人
と
笑
顔
で
握

手
。
そ
の
後
、
一
行
は
会
長
室
に
集
ま
っ

た
。
片
岡
正
徳
同
振
興
部
普
及
課
長
が
司

武道で日露の友好関係を促進
日露武道交流年記念事業　ロシア連邦民族・伝統武道団交流演武会

サンボの演武
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会
と
な
り
、
は
じ
め
に
松
永
会
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
日
本
武
道
館
は
、
武
道
の
振
興
普
及
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
武
道
に
は
古

い
歴
史
が
あ
り
、
武
士
は
武
道
で
心
身
を

鍛
え
ま
し
た
。
日
本
の
中
学
校
で
は
、
武

道
が
必
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
身
を
強

く
し
、
礼
を
大
切
に
し
、
社
会
国
家
の
た

め
に
尽
く
す
人
間
を
育
成
す
る
た
め
で

す
。
ロ
シ
ア
の
武
道
も
、
目
的
は
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
互
い
に
こ
の
武
道
の
振
興

の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

　

次
に
、
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
が
「
日
露

武
道
交
流
年
に
、
そ
し
て
日
本
武
道
館
創

立
50
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
来
日
で

き
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
計
画
通
り

に
事
業
が
進
み
、
成
功
す
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
の
演
武
会
が
両
国
だ
け
で

な
く
、
全
世
界
と
の
交
流
に
繋つ
な

が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
ロ
シ
ア
武
道
団
各
地
方
武
道

代
表
者
４
名
が
挨
拶
。
サ
ハ
共
和
国
の
イ

ン
ノ
ケ
ン
チ
イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
氏
（
マ

ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
代
表
）、
タ
タ
ル
ス
タ

ン
共
和
国
の
ハ
リ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
ツ
ジ
ノ

フ
氏
（
コ
レ
ッ
シ
ュ
代
表
）、
モ
ス
ク
ワ

市
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
フ
氏（
サ

ン
ボ
代
表
）、
ロ
ス
ト
フ
州
の
レ
オ
ニ
ド
・

バ
ビ
ッ
チ
氏
（
コ
サ
ッ
ク
武
術
代
表
）
が
、

感
謝
の
言
葉
と
各
地
域
に
お
け
る
運
動
文

化
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
フ

氏
は
そ
の
中
で
、
今
回
ロ
シ
ア
の
一
流
ア

ス
リ
ー
ト
が
同
行
し
て
い
る
と
述
べ
、
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ス
リ
ン
グ
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
ダ
ビ
ッ
ド
・
ム
ス
ル
ベ
ス
、

世
界
サ
ン
ボ
選
手
権
優
勝
の
ス
レ
ン
・
バ

ラ
チ
ン
ス
キ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
柔
道
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
・
ミ
ハ
イ
リ
ン
の
３
氏
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
、
今
後
の
予
定
を
説

明
。
翌
日
の
交
流
演
武
会
の
最
後
に
は
元

総
合
格
闘
家
の
ヒ
ョ
ー
ド
ル
・
エ
メ
リ
ヤ

ネ
ン
コ
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省
特
別
補

佐
官
が
サ
イ
ン
入
り
ブ
ロ
マ
イ
ド
を
観
客

に
手
渡
し
す
る
こ
と
を
伝
え
、
改
め
て
同

席
の
ヒ
ョ
ー
ド
ル
氏
に
依
頼
し
た
。
続
い

て
、
11
月
５
日
〜
12
日
に
日
本
か
ら
モ
ス

ク
ワ
市
へ
日
本
武
道
代
表
団
の
一
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
日
本
武
道
館
職
員
３
名
を

紹
介
。
さ
ら
に
、
団
長
が
日
ロ
友
好
議
員

連
盟
会
長
の
高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会

長
、
副
団
長
が
柔
道
の
山
下
泰
裕
氏
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

記
念
撮
影
が
終
わ
り
、
臼
井
理
事
長
が

「
皆
様
方
の
ご
来
日
中
、
全
て
の
行
事
が

滞
り
な
く
成
功
す
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
松
永
会

長
と
各
武
道
の
代
表
者
が
互
い
に
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。

松永光
日本武道館会長

臼井日出男
日本武道館理事長

表敬訪問での記念撮影

グレゴリー・カベルスキー
ロシア連邦民族・伝統武道団団長



402014．11　月刊「武道」

ニュース

◎
記
者
会
見

　

午
後
３
時
、
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
ロ
シ

ア
武
道
団
の
代
表
者
12
名
と
三
藤
理
事
・

事
務
局
長
、
記
者
９
名
（
う
ち
、
ロ
シ
ア

の
報
道
機
関
２
社
）
が
、
日
本
武
道
館
事

務
棟
大
会
議
室
に
集
ま
っ
た
。
片
岡
普
及

課
長
の
司
会
で
、
は
じ
め
に
翌
日
の
交
流

演
武
会
で
大
会
委
員
長
を
務
め
る
三
藤
理

事
・
事
務
局
長
が
交
流
演
武
会
の
主
旨
と

記
者
会
見
の
進
め
方
を
説
明
し
た
。

　

次
に
、
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
が
各
種
目

の
現
状
説
明
と
関
係
者
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
続
い
て
、
各
地
方
武
道
代
表

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
を
紹
介
（
各
種

目
の
概
要
は
18
頁
〜
20
頁
に
掲
載
）。
そ

の
後
、
ラ
ミ
ル
・
ガ
バ
ソ
フ
ロ
シ
ア
武
道

連
盟
常
務
取
締
役
が
挨
拶
し
、
連
盟
の
活

動
を
説
明
。
ロ
シ
ア
国
内
に
あ
る
75
の
民

族
武
道
連
盟
が
加
盟
し
て
い
る
こ
と
、
武

道
団
派
遣
に
あ
た
り
、
事
務
的
な
協
力
を

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

質
疑
応
答
の
内
容
は
別
記
の
と
お
り
。

◇

　

最
後
に
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
お
礼

の
挨
拶
を
述
べ
、
午
後
４
時
過
ぎ
に
記
者

会
見
は
終
了
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
武
道
団

一
行
は
、
事
務
棟
に
掲
げ
ら
れ
た
日
本
武

道
館
看
板
の
前
で
、記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

Ｑ
（
日
本
人
記
者
）
＝
祝
賀
会
に
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
が
出
席
す
る
と
聞
い
た

が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー

チ
ン
大
統
領
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

Ａ
（
三
藤
）
＝
特
別
に
予
定
は
し
て
い
な
い
。

「
日
本
武
道
館
五
十
周
年
」
が
祝
賀
会
の

中
心
に
な
る
。

Ｑ
（
ロ
シ
ア
報
道
）
＝
日
露
武
道
交
流
年
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
最
も
目
立
っ
て
い

た
事
業
と
そ
の
成
果
を
知
り
た
い
。
ま

た
、
今
後
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は

何
か
。

Ａ
（
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
）
＝
日
露
武
道
交
流

年
で
行
わ
れ
た
事
業
は
、
ど
れ
も
非
常

に
重
要
だ
っ
た
。
既
に
両
国
の
選
手
が
、

互
い
の
国
に
訪
問
・
交
流
し
、
演
武
会

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
１
年
間
で
と

て
も
身
近
な
存
在
に
な
り
、
理
解
が
深

ま
っ
た
。

　
　

最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
回
の
交
流

演
武
会
と
、
11
月
に
モ
ス
ク
ワ
市
で
行
わ

れ
る
日
本
武
道
代
表
団
派
遣
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
、
し
っ

か
り
と
準
備
を
し
て
き
た
。
多
く
の
観

客
が
集
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
今
回
限
り
で
は
な
く
、

継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

◉
記
者
会
見
の
内
容
（
敬
称
略
）

Ｑ
（
ロ
シ
ア
報
道
）
＝
日
本
、
ロ
シ
ア
双
方

に
質
問
し
た
い
。
こ
れ
で
終
わ
り
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
発
展

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
既
に
何

か
の
交
渉
・
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ
（
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
）
＝
こ
の
１
年
間
で

経
験
し
た
こ
と
を
活い

か
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
築
か
れ
た
新
し
い
関
係
で
、
日

露
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
発
展
さ
せ
た
い
。

互
い
に
新
し
い
武
道
を
習
い
、
関
心
も

高
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

Ａ
（
三
藤
）
＝
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
と
同

じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
我
々
は
、
こ

の
交
流
事
業
を
通
し
て
深
い
信
頼
と
実

績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
出
来
る
と
考

え
て
い
る
。
交
流
演
武
会
を
行
う
予
定

で
あ
る
千
葉
県
勝
浦
市
の
国
際
武
道
大

学
と
長
期
的
な
交
流
を
し
た
い
と
い
う
、

ロ
シ
ア
側
か
ら
の
口
頭
に
よ
る
申
し
入

れ
を
、
既
に
受
け
て
い
る
。
よ
り
深
い

交
流
が
出
来
る
よ
う
な
将
来
計
画
を
考

え
て
い
る
。

Ｑ
（
日
本
人
記
者
）
＝
ヒ
ョ
ー
ド
ル
氏
に
質

問
。
今
回
披
露
さ
れ
る
ロ
シ
ア
の
武
道

で
、
サ
ン
ボ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
聞
い
た

こ
と
が
な
い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
。
ど

の
競
技
が
日
本
人
に
向
い
て
い
る
と
思

う
か
。

Ａ
（
ヒ
ョ
ー
ド
ル
）
＝
ど
の
種
目
も
親
し

み
易
い
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
明
日

の
体
験
交
流
会
に
出
席
し
て
は
ど
う
か
。

短
い
時
間
で
も
技
を
身
に
付
け
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

Ｑ
（
日
本
人
記
者
）
＝
各
種
目
が
日
本
で
ど

れ
だ
け
の
競
技
人
口
が
あ
る
の
か
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
（
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
）
＝
我
々
の
情
報
で

は
、
サ
ン
ボ
以
外
の
競
技
者
は
日
本
に

い
な
い
。
明
日
の
交
流
会
で
は
、
全
て

の
種
目
を
体
験
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た

い
。
上
手
に
出
来
た
参
加
者
に
は
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
。

記者会見の様子
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林
寺
拳
法
連
盟
東
京
渉
外
担
当
参
事
、
畠

瀬
美
佐
子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理

事
、
鈴
木
健
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

兼
専
務
理
事
、
山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協

会
事
務
局
長
、
木
村
恭
子
天
道
流
薙
刀
術

第
十
七
代
宗
家
、
三
藤
理
事
・
事
務
局
長

ほ
か
日
本
武
道
館
職
員
16
名
。

　

歓
談
の
後
、
蒔
田
実
国
際
武
道
大
学
学

長
が
挨
拶
。
続
い
て
ガ
バ
ソ
フ
ロ
シ
ア
武

道
連
盟
常
務
取
締
役
が
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。
翌
日
か
ら
の
交
流
事
業
に
期
待
が

膨
ら
む
中
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
は

お
開
き
と
な
っ
た
。

■
10
月
４
日

◎
日
露
武
道
交
流
年
記
念
事
業
ロ
シ
ア

連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
交
流
演
武

会
東
京
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・

ロ
シ
ア
武
道
連
盟
、
後
援
＝
外
務
省
・

在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
・
日
本
武

道
協
議
会
）

　

日
本
武
道
館
前
の
広
場
で
開
か
れ
、
ロ

シ
ア
の
伝
統
武
道
４
種
目
と
天
道
流
薙
刀

術
の
演
武
、
観
客
と
の
体
験
交
流
会
が
行

わ
れ
た
。

◇

　

約
１
５
０
０
名
の
観
客
及
び
報
道
22
社

が
集
ま
る
中
、
午
後
１
時
、
日
本
武
道
館

正
面
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
た
会
場
で
、
開

会
式
が
行
わ
れ
た
。
三
藤
理
事
・
事
務
局

長
に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
松
永
会

長
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
日
露
武
道
交
流
年
を
記
念
す
る
こ
の
演

武
会
に
多
く
の
方
々
が
集
ま
り
、
誠
に
嬉

し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
を
機
に
ロ
シ
ア
と

の
友
好
関
係
が
深
ま
り
、
両
国
が
発
展
す

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

　

次
に
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
、
高
村
正
彦

武
道
議
員
連
盟
会
長
・
日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
日
ロ
友
好
議
員
連
盟
会
長
、
エ
ヴ

ゲ
ー
ニ
ー
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
・

ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
特
命

全
権
大
使
、
林
肇
は
じ
め

外
務
省
欧
州
局
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
に
立
っ
た
。
以
下
要
旨
。

▽
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長

「
皆
様
に
ロ
シ
ア
の
武
道
を
披
露
す
る
た

め
、
４
種
目
、
52
名
の
代
表
団
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
も
日
本
の
武
道
の

人
気
は
高
い
の
で
、
そ
の
関
係
を
基
に
、

交
流
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
願
い
ま
す
」

▽
高
村
武
道
議
員
連
盟
会
長

「
日
本
武
道
館
五
十
周
年
の
よ
き
日
に
、

ロ
シ
ア
武
道
団
の
皆
様
に
よ
る
演
武
会
が

開
催
さ
れ
、
誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
日

本
側
か
ら
も
、橋
本
久
美
子
元
首
相
夫
人
、

安
倍
昭
恵
現
首
相
夫
人
が
参
加
さ
れ
る
と

◎
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

　

午
後
５
時
30
分
、
日
本
武
道
館
の
主
催

に
よ
り
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
、
日
本
、
ロ

シ
ア
の
武
道
関
係
者
約
120
名
が
集
ま
っ
て

開
か
れ
た
。

　

司
会
は
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
務
め

た
。
は
じ
め
に
松
永
会
長
、
次
に
カ
ベ
ル

ス
キ
ー
団
長
が
挨
拶
。
続
い
て
武
藤
顕
あ
き
ら

外

務
省
欧
州
局
参
事
官
、
リ
ャ
ボ
フ
・
オ
レ

ー
グ
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
上
級
参
事

官
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
乾
杯
に
あ
た
り
、
臼
井
理
事

長
と
モ
ス
ク
ワ
市
の
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
フ
氏
が

登
壇
。
臼
井
理
事
長
は
「
こ
の
事
業
が
成

功
す
る
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

で
お
出
迎
え
い
た
し
ま
し
た
日
本
人
は
全

て
武
道
家
で
す
。
ど
う
ぞ
心
行
く
ま
で
交

流
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
」、
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ

フ
氏
は
「
日
露
の
交
流
が
様
々
な
発
展
を

み
せ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶

を
述
べ
、
両
者
が
高
ら
か
に
乾
杯
の
発
声

を
行
い
、
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
交
流
を

深
め
る
中
、
会
の
途
中
で
は
以
下
の
関
係

者
が
登
壇
し
、
挨
拶
し
た
。

　

ロ
シ
ア
各
地
方
武
道
の
代
表
者
４
名
、

ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
フ
氏
が
紹
介
す
る
ロ
シ
ア
の

ア
ス
リ
ー
ト
（
表
敬
訪
問
で
紹
介
さ
れ
た

３
名
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
オ
レ
ー
シ
ャ
・
ウ
ラ
デ
ィ
キ
ナ

氏
）、ヒ
ョ
ー
ド
ル
・
エ
メ
リ
ヤ
ネ
ン
コ
氏
、

宇
野
博
昌
全
日
本
柔
道
連
盟
事
務
局
長
、

福
本
修
二
全
日
本
剣
道
連
盟
副
会
長
兼
専

務
理
事
、
加
藤
出
全
日
本
弓
道
連
盟
専
務

理
事
、
大
野
孝
弘
日
本
相
撲
連
盟
専
務
理

事
、
植
芝
充み
つ

央て
る

合
気
会
理
事
、
杭く
い

田だ

要
少 臼井理事長とモスクワ市のヴォロビョフ氏が揃って乾杯の発声
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ニュース

い
う
こ
と
で
、
格
式
高
い
演
武
を
期
待
し

ま
す
。

　

11
月
５
日
か
ら
は
、私
が
団
長
と
な
り
、

モ
ス
ク
ワ
市
で
現
代
武
道
９
道
、
古
武
道

３
流
派
、
計
75
名
に
よ
る
演
武
会
を
開
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
交
流
が
日
露
関
係
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

▽
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
ロ
シ
ア
連
邦
大
使

「
今
日
は
、
ロ
シ
ア
の
武
道
家
に
よ
る
優

れ
た
演
武
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、柔
道
の『
始

め
』
と
『
引
き
分
け
』
の
言
葉
を
使
っ
て
、

日
本
と
の
関
係
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
我
々
も
武
道
を
通
じ
て
相
互
理
解
を

深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

▽
林
外
務
省
欧
州
局
長

「
本
日
紹
介
さ
れ
る
ロ
シ
ア
の
武
道
は
、

独
自
の
伝
統
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
種
目
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
新
た
な
興
味
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
フ

ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
に
よ
る
武
道
の
実
践

を
拝
見
で
き
る
貴
重
な
機
会
が
得
ら
れ
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
互
い
の
伝
統
武
道

の
披
露
を
通
じ
て
正
し
い
理
解
が
進
み
、

日
露
両
国
民
の
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

盛
ん
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」

◇

　

演
武
会
は
、
開
会
式
と
同
じ
く
畳
を
敷

い
た
正
面
玄
関
前
の
会
場
で
行
わ
れ
た
。

２
部
制
が
採
ら
れ
、
第
１
部
は
サ
ン
ボ
、

マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
、
天
道
流
薙
刀
術
、

コ
レ
ッ
シ
ュ
、
コ
サ
ッ
ク
武
術
の
順
で
各

８
分
間
の
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア

の
演
武
で
は
、
は
じ
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
に
よ
る
解
説
が
加
え
ら
れ
た
。ま
た
、

ロ
シ
ア
の
武
道
は
全
て
音
楽
が
流
れ
る
中

で
行
わ
れ
、
観
客
や
道
行
く
人
々
の
注
意

を
引
い
た
。
会
場
の
周
り
に
は
幾
重
に
も

人
垣
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
。
各
演
武
の
終

わ
り
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

以
下
、
演
武
の
概
要
。
括
弧
内
は
演
武

者
数
。

▽
サ
ン
ボ
（
10
名
）

　

運
動
靴
を
履
い
た
、
赤
い
道
着
と
青
い

道
着
の
者
が
、
１
対
１
で
戦
い
、
打
撃
技
、

投
げ
技
、
関
節
技
を
披
露
。
投
げ
技
か
ら

関
節
技
へ
、
流
れ
る
よ
う
に
移
行
す
る
動

き
は
、
格
闘
術
と
し
て
の
実
戦
性
の
高
さ

を
強
調
し
た
。
最
後
に
、
日
露
両
国
の
国

旗
が
掲
げ
ら
れ
る
演
出
も
施
さ
れ
、
交
流

事
業
の
名
に
相ふ
さ
わ応
し
い
、
ロ
シ
ア
側
最
初

の
演
武
と
な
っ
た
。

▽
ハ
プ
サ
ガ
イ
、マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ（
８
名
）

　

特
徴
的
な
装
飾
の
民
族
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
６
名
が
立
ち
並
ぶ
と
、
１
人
の
女

性
が
口こ
う

琴き
ん（

口
元
で
鳴
ら
す
小
さ
な
楽
器
）

を
使
っ
て
音
楽
を
奏
で
る
。
そ
こ
で
獣
の

毛
皮
を
被
っ
た
男
性
演
武
者
２
名
が
登

場
。
毛
皮
を
脱
ぎ
捨
て
る
と
、
筋
骨
隆
々

の
上
体
が
露
あ
ら
わ

に
な
っ
た
。
両
者
は
組
み
合

っ
て
か
ら
の
投
げ
技
を
行
っ
た
。
次
に
控

え
て
い
た
別
の
２
人
が
腰
を
下
ろ
し
、
両

足
を
着
け
た
姿
勢
か
ら
短
い
棒
を
引
き
合

っ
た
。
直
接
相
手
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い

も
の
の
、
力
強
い
戦
い
を
披
露
し
た
。

▽
天
道
流
薙
刀
術
（
８
名
）

　

は
じ
め
に
橋
本
元
首
相
夫
人
と
安
倍
首

相
夫
人
が
、
し
か
け
応
じ
を
丁
寧
に
演
武

し
た
。
そ
の
後
、
５
名
の
演
武
者
（
細
井

優
子
、
渡
部
倫
生
、
大
川
宗
則
、
佐
藤
滋

美
、
鵜
沼
花
菜
子
）
に
よ
る
共
同
演
武
へ

と
続
き
、
各
々
が
５
本
の
技
を
一
糸
乱
れ

ず
行
っ
た
。
最
後
に
木
村
恭
子
第
十
七
代

宗
家
と
細
井
氏
が
、
凛り
ん

と
し
た
姿
で
太た

刀ち

合あ
わ

せ
５
本
を
披
露
し
た
。
始
め
と
終
わ
り

に
は
礼
法
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
武

道
ら
し
さ
が
伝
わ
る
演
武
と
な
っ
た
。

▽
コ
レ
ッ
シ
ュ
（
６
名
）

　

運
動
靴
を
履
い
た
、
赤
い
道
着
と
緑
の

道
着
の
者
が
、
互
い
の
帯お
び

を
摑つ
か

ん
で
四
つ

に
組
み
、
一
方
が
相
手
を
釣
り
上
げ
て
か

エヴゲーニー・ウラジーミ
ロビッチ・アファナシエフ
駐日ロシア連邦特命全権大使

高村正彦
武道議員連盟会長

林肇
外務省欧州局長

ラミル・ガバソフ
ロシア武道連盟常務取締役
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ら
投
げ
を
打
つ
動
作
が
続
い
た
。
仰
向
け

に
倒
す
ル
ー
ル
の
た
め
か
、
攻
撃
側
は
体

を
相
手
に
あ
ず
け
る
豪
快
な
投
げ
技
を
数

多
く
見
せ
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

▽
コ
サ
ッ
ク
武
術
（
８
名
）

　

青
い
服
の
上
下
に
、
黒
い
帽
子
と
ブ
ー

ツ
の
装
よ
そ
お

い
。手
拍
子
で
リ
ズ
ム
を
作
る
中
、

槍や
り

・
刀
・
短
刀
・
鞭む
ち

な
ど
を
使
っ
た
技
を

披
露
し
た
。
武
器
技
が
多
い
も
の
の
防
具

は
身
に
付
け
ず
、
コ
サ
ッ
ク
刀
と
呼
ば
れ

る
刀
の
扱
い
で
は
、
四
方
八
方
の
敵
を
一

度
に
斬
り
つ
け
る
か
の
よ
う
に
、
止
ま
る

こ
と
な
く
振
り
続
け
ら
れ
、
技
の
見
事
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
集
中
力
の
高
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

◇

　

そ
の
後
、
体
験
交
流
会
が
約
30
分
間
開

か
れ
た
。
日
本
武
道
館
前
の
広
場
に
は
４

つ
の
テ
ン
ト（
北
西
と
南
西
に
各
２
カ
所
）

が
設
け
ら
れ
、
ロ
シ
ア
の
４
種
目
が
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
体
験
交
流
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
見
様
見
真
似
で
行
う
中
で

も
、
そ
の
種
目
の
特
徴
や
魅
力
を
感
じ
て

い
る
様
子
で
、
各
テ
ン
ト
は
多
く
の
体
験

希
望
者
に
囲
ま
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
天
道
流
薙
刀
術
を
除
く
ロ

シ
ア
の
伝
統
武
道
４
種
目
の
演
武
、
そ
し

て
、
１
部
と
同
じ
く
体
験
交
流
会
が
行
わ

れ
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
演
武
会
の
後
、
ヒ
ョ
ー

ド
ル
氏
の
サ
イ
ン
入
り
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
本

人
か
ら
直
接
配
ら
れ
た
。
整
理
券
を
持
っ

た
フ
ァ
ン
400
名
が
列
を
な
し
、
ま
た
と
な

い
機
会
と
あ
っ
て
、
握
手
や
記
念
撮
影
を

求
め
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

午
後
４
時
、
閉
会
式
が
正
面
玄
関
前
の

会
場
で
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
臼
井
理
事
長

が
主
催
者
を
代
表
し
て
「
迫
力
あ
る
素
晴

ら
し
い
演
武
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
武
道
に
よ
る
交
流
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
次
に
、

ガ
バ
ソ
フ
ロ
シ
ア
武
道
連
盟
常
務
取
締
役

が
関
係
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
そ

の
後
、
閉
会
の
辞
を
三
藤
理
事
・
事
務
局

長
が
行
い
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
交
流
演

武
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

■
10
月
６
日

◎
日
露
武
道
交
流
年
記
念
事
業
ロ
シ
ア
連

邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
交
流
演
武
会
勝

浦
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
国
際

武
道
大
学
・
ロ
シ
ア
武
道
連
盟
、
後
援

＝
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
・
日
本
武

道
協
議
会
・
勝
浦
市
）

　

国
際
武
道
大
学
で
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
台
風
18
号
接
近
の
影
響
で
中
止
と
な

っ
た
。

◎
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
主
催
で
開
か

れ
た
。
午
後
６
時
30
分
、
ロ
シ
ア
大
使
館

に
ロ
シ
ア
武
道
団
、
日
本
武
道
館
及
び
国

際
武
道
大
学
役
職
員
、
合
わ
せ
て
約
90
名

が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
大
使
が
挨

拶
。
続
い
て
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
団
長
が
乾
杯

の
発
声
を
行
っ
た
。
歓
談
の
途
中
、
蒔
田

◆
演
武
会

　
（
上
）
コ
サ
ッ
ク
武
術
、（
左
）
天
道
流
薙
刀
術
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実
国
際
武
道
大
学
学
長
が
「
本
来
な
ら
今

日
、
本
学
で
皆
さ
ん
に
演
武
を
披
露
い
た

だ
く
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
台
風

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
勝

浦
市
民
の
皆
さ
ん
も
学
生
も
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
で
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す

が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
新
し
く
ス

タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
、
勝
浦
大
会
の
中
止
を
惜お

し
ん
だ
。

　

出
席
者
は
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

会
場
に
は
談
笑
の
輪
が
広
が
っ
た
。
ロ
シ

ア
と
日
本
側
双
方
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
、互
い
に
事
業
の
成
功
を
祝
う
中
、

午
後
７
時
30
分
過
ぎ
、
交
流
事
業
の
幕
が

下
り
た
。

◆
関
係
者
コ
メ
ン
ト

◉
交
流
演
武
会
演
武
者

▽
安
倍
昭
恵
首
相
夫
人

「
稽
古
の
時
間
が
あ
ま
り
と
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
無
事
に
演
武
が
終
わ
り
、
ほ

っ
と
一
安
心
で
す
。

　

日
露
武
道
交
流
年
に
あ
た
り
、
武
道
で

両
国
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
と
考
え
ま
す
。
日
本
の
武
道
も
ロ

シ
ア
の
武
道
も
、
根
底
に
流
れ
る
精
神
は

同
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
う
も
の
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
理
解
が

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

▽
天
道
流
薙
刀
術
・

　

木
村
恭
子
第
十
七
代
宗
家

「
は
じ
め
て
ご
覧
に
な
る
方
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
演
武
は

薙
刀
に
幅
の
広
い
動
き
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
内
容
に
し
ま
し
た
」

▽
ペ
レ
ペ
リ
ュ
ー
ク
・
ア
ン
ド
レ
氏（
サ
ン
ボ
）

「
サ
ン
ボ
歴
は
15
年
で
す
。
毎
日
練
習
し

て
い
ま
す
。
膝
、
肩
の
怪け

我が

は
多
い
で
す

ね
。
ま
た
日
本
に
来
て
、
今
度
は
東
京
以

外
の
観
光
地
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
」

▽
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
氏

（
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
代
表
）

「
観
覧
者
や
参
加
者
の
反
応
を
見
て
、

我
々
の
種
目
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。日
本
人
の
我
慢
強
さ
は
、

こ
の
種
目
に
合
う
と
思
い
ま
す
」

▽
ヌ
ル
ム
ク
ハ
メ
ー
ト
フ
・
ア
ザ
ー
ト
氏

　
（
コ
レ
ッ
シ
ュ
）　

「
日
本
の
方
々
が
我
々
の
演
武
を
見
て
喜

ん
で
く
れ
た
の
が
嬉
し
い
で
す
。
ロ
シ
ア

で
は
多
く
の
者
が
日
本
の
武
道
を
学
ん
で

い
ま
す
。
日
本
人
も
同
じ
よ
う
に
ロ
シ
ア

の
伝
統
的
な
武
道
を
好
き
に
な
り
、
練
習

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

▽
ポ
ポ
フ
・
イ
ヴ
ァ
ン
氏（
コ
サ
ッ
ク
武
術
）

「
初
来
日
で
す
。
東
京
は
す
ご
く
綺
麗
な

街
で
、
人
も
親
切
で
す
ね
。
現
在
24
歳
、

始
め
て
８
年
で
す
。
ま
だ
ま
だ
ベ
テ
ラ
ン

の
域
で
は
な
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
難

し
い
技
を
習
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」

◉
演
武
会
観
覧
者

▽
大お
お

露ろ

羅ら

敏さ
と
しさ
ん
（
ロ
シ
ア
出
身
力
士
）

「
母
国
の
演
武
者
や
メ
ダ
リ
ス
ト
が
来
て

く
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
薙
刀

は
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
剣
道
と
一
緒

か
な
と
思
い
ま
し
た
が
違
い
ま
し
た
ね
。

日
本
の
文
化
と
し
て
守
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
演
武
会
は
ロ
シ
ア
に
住
む
友
人
か
ら

の
電
話
で
知
り
ま
し
た
」

▽
女
性
合
気
道
経
験
者（
東
京
都
・
68
歳
）

「
演
武
者
の
方
々
は
体
が
よ
く
動
い
て
い

ま
し
た
。
相
当
稽
古
を
積
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
。
感
心
し
ま
し
た
。
コ
サ
ッ
ク
武

術
で
流
れ
て
い
る
音
楽
が
哀
愁
を
帯
び
て

い
て
、
胸
が
ジ
ー
ン
と
し
て
き
ま
し
た
」

◉
体
験
交
流
会
参
加
者

◇
コ
レ
ッ
シ
ュ
体
験
者

▽
何
も
し
な
い
ま
ま
投
げ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
再
び
経
験
す
る
こ
と
が
あ

蒔田実国際武道大学学長 フェアウェルパーティーの様子
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れ
ば
、
今
度
は
投
げ
返
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
27
歳
・
男
性
）

▽
大
学
で
合
気
道
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
仲
間
と
来
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
の
武
道
は
、
力
の
流
れ
を
意
識
す
る

と
こ
ろ
が
、
合
気
道
と
似
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
他
で
印
象
に
残
っ
た
の
は

コ
サ
ッ
ク
武
術
で
す
。
剣
の
動
き
が
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

（
18
歳
・
男
性
）

◇
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
者

▽
競
技
で
勝
利
し
、
賞
品
と
し
て
３
カ
ラ

ッ
ト
の
ダ
イ
ヤ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
自

分
よ
り
体
格
の
い
い
人
に
勝
て
た
の
で

嬉
し
い
で
す
。
ヘ
ビ
ー
級
の
中
で
は
背

の
低
い
ヒ
ョ
ー
ド
ル
選
手
が
、
大
き
な

相
手
を
倒
す
場
面
を
想
像
し
て
頑
張
り

ま
し
た
。

（
29
歳
・
男
性
）

▽
今
日
、
剣
道
部
の
顧
問
の
先
生
か
ら
ヒ

ョ
ー
ド
ル
選
手
が
来
る
と
教
わ
り
、
や

っ
て
き
ま
し
た
。
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ

の
迫
力
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。
体
験
し

て
み
ま
し
た
が
、負
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

（
高
校
２
年
・
女
性
）

▽
中
学
校
の
先
輩
と
２
回
や
っ
て
、
２
回

と
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
引
っ
張

り
合
う
と
き
の
力
の
入
れ
方
が
難
し
か

っ
た
で
す
。
マ
ス
・
レ
ス
リ
ン
グ
は
演

武
を
見
て
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
の
演
武
は
迫
力
が
あ
り

ま
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
コ
サ
ッ
ク
武

術
も
体
験
し
た
い
で
す
。

（
中
学
１
年
・
男
性
）

◇
コ
サ
ッ
ク
武
術
体
験
者

▽
少
し
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
優
し

く
、
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
空
手
を
や
っ
て
い
ま
す
。
空
手
と

は
だ
い
ぶ
違
い
ま
し
た
。
ま
た
や
っ
て

み
た
い
で
す
。　
　
　
（
９
歳
・
男
子
）

◉
人
気
の
元
総
合
格
闘
家

▽
ヒ
ョ
ー
ド
ル
・
エ
メ
リ
ヤ
ネ
ン
コ
氏

（
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省
特
別
補
佐

官
・
元
総
合
格
闘
家
）

「
ロ
シ
ア
の
伝
統
的
な
武
道
を
知
っ
て
も

ら
い
た
く
来
日
し
ま
し
た
。
薙
刀
の
演
武

を
見
て
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
首
相

夫
人
自み
ず
から
が
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
践
し
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
、
柔
道
や
サ
ン
ボ
を
は
じ

め
、
水
泳
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
全
て
の
ス

ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
生
に
何
が
起
き
て
も

安
心
し
て
対
応
で
き
る
心
を
養
い
ま
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
、
目
標
に
進
ん
で
い
く

態
度
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

「
今
回
訪
日
し
た
代
表
団
は
、
ロ
シ
ア

各
地
域
の
武
道
家
た
ち
で
す
。
演
武
会

を
通
じ
て
、
ロ
シ
ア
が
多
民
族
国
家
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
し
た
。
日
本
の
皆
様
に
そ
の
こ
と
が

伝
わ
り
、
さ
ら
に
、
気
に
入
っ
て
も
ら

え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

５
日
の
日
本
武
道
祭
で
は
、
天
皇
陛

下
を
拝
見
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
賀

会
で
は
安
倍
総
理
と
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
首
相
夫
人
が
演
武

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
と
て
も
い

ロ
シ
ア
連
邦
民
族
・
伝
統
武
道
団
団
長
（
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省
局
長
）

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
氏

武
道
を
通
じ
た
日
露
の
相
互
理
解
推
進
を

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
来
日
で
、
我
々
は
日
本
武
道
館

が
日
本
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
知
り
ま
し
た
。
武
道

の
中
心
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
政
府
か

ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

事
業
は
日
露
武
道
交
流
年
を
記
念
す
る

中
心
的
な
行
事
で
し
た
。

　

日
本
武
道
館
と
の
関
係
が
深
ま
り
、

武
道
を
通
じ
た
日
露
の
相
互
理
解
が
、

よ
り
一
層
進
む
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
」

マス・レスリングを体験する中学生
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好評発売中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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優勝＝平澤敏弘錬士六段（長野）

天
皇
盃　

第
65
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会

平
澤
敏
弘　
　
　
　
　

が
初
の
天
皇
盃

錬
士
六
段

（
長
野
）
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優勝＝蕪木由紀枝錬士六段（福島）

皇后盃　第 47回全日本女子弓道選手権大会

蕪木由紀枝　　　　　が
初出場初優勝

錬士六段
（福島）
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す
が
、
10
本
目
を
的
中
さ
せ
、
共
に
９
中
。

平
澤
は
９
本
目
、
10
本
目
も
的
中
さ
せ
、

10
射
皆
中
を
決
め
る
と
、
客
席
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
わ
い
た
。
佐
々
木
は
、
９
本

目
を
的
中
さ
せ
た
が
、
10
本
目
を
外
し
て

９
中
と
な
っ
た
。
10
射
皆
中
を
決
め
た
平

澤
は
、
４
回
目
の
出
場
で
天
皇
盃
を
手
に

し
た
。

　

続
い
て
５
位
を
決
め
る
遠
近
競
射
が
、

８
中
の
坂
本
達
雄（
青
森
）、遠
藤
龍
一（
山

形
）、武
部
豊
仁
（
兵
庫
）、多
湖
賢
治
（
三

重
）、
森
本
浩
之
（
愛
媛
）
の
５
名
で
行

わ
れ
た
。
結
果
、
多
湖
の
５
位
入
賞
が
決

ま
っ
た
。

　

２
位
か
ら
４
位
は
、
９
中
の
高
野
、
立

石
、
佐
々
木
の
３
名
に
よ
る
遠
近
競
射
で

争
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、佐
々
木
が
２
位
、

高
野
が
３
位
、
立
石
が
４
位
の
入
賞
と
な

っ
た
。

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 坂本　達雄 青森 2 1506 3 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 2

2 遠藤　龍一 山形 4 1487 7 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 8 2

3 高野　直行 新潟 3 1480 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 9 2 3

4 立石　　洋 佐賀 3 1478 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 9 3 4

5 川名　修德 宮崎 3 1502 4 ○ ○ × × ○ × × ○ ○ × 5

6 原口　勝利 福岡 3 1482 10 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 7

7 山﨑　正臣 高知 3 1478 19 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 7

8 小松　正幸 茨城 4 1487 8 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 7

9 高橋　文彦 福島 2 1482 11 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 5

10 佐藤　史成 青森 2 1480 15 × ○ ○ × × × × × ○ ○ 4

11 武部　豊仁 兵庫 4 1479 16 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 8 2

12 土佐　正明 千葉 4 1526 1 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × 6

13 小林　憲二 新潟 2 1488 6 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 7

14 滝上　三郎 埼玉 2 1482 12 ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ 5

15 平澤　敏弘 長野 3 1480 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 1

16 正法地　清 広島 3 1507 2 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 7

17 多湖　賢治 三重 3 1501 5 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1 5

18 常本　昭夫 愛知 4 1478 18 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 7

19 佐々木光彦 秋田 4 1479 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9 1 2

20 森本　浩之 愛媛 4 1485 9 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 8 2

　

男
女
と
も
予
選
は
１
手
（
２
射
）
２
回

を
採
点
制
で
行
い
、
２
中
以
上
の
得
点
上

位
20
名
が
決
勝
に
進
出
。
決
勝
は
１
手
５

回
の
的
中
制
で
行
わ
れ
た
。
同
中
の
場
合

は
、
優
勝
決
定
を
射
詰
競
射
で
、
そ
れ
以

外
は
遠
近
競
射
で
順
位
を
決
定
す
る
。

■
男
子　

９
月
21
日
〜
23
日

　

21
日
に
開
会
式
と
矢
渡
が
行
わ
れ
、
翌

22
日
に
予
選
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
、
最
高
得
点
賞
の
土
佐
正
明
（
千

葉
）
は
２
回
と
も
皆
中
。
得
点
も
１
５
２

６
点
を
記
録
し
、
２
年
連
続
４
回
目
の
最

高
得
点
賞
を
受
賞
し
た
。

　

23
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
で
は
、
４
回
目

（
８
射
）を
終
え
て
、皆
中
が
高
野
直
行（
新

潟
）、立
石
洋（
佐
賀
）、平
澤
敏
弘（
長
野
）、

佐
々
木
光
彦
（
秋
田
）
の
４
名
と
な
っ
た
。

　

最
終
回
、
高
野
、
立
石
は
９
本
目
を
外

　

天
皇
盃
第
65
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会
・
皇
后
盃
第
47
回
全
日
本
女
子
弓
道

選
手
権
大
会
は
、
９
月
19
日
〜
23
日
、
東
京
・
代
々
木
の
全
日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場

で
行
わ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
の
各
都
道
府
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
男
子
108
名
、
女
子
104

名
が
出
場
し
、
争
わ
れ
た
。

　

男
子
は
、
平ひ
ら

澤さ
わ

敏と
し

弘ひ
ろ

錬
士
六
段
（
長
野
）
が
10
射
皆
中
で
初
優
勝
を
決
め
た
。
女
子

は
、
蕪か
ぶ

木き

由ゆ

紀き

枝え

錬
士
六
段
（
福
島
）
が
10
射
皆
中
で
初
出
場
・
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
最
高
得
点
賞
は
、
男
子
は
土
佐
正
明
教
士
八
段
（
千
葉
）
が
２
年
連
続
４
回
目
、

女
子
は
北
川
浩
子
教
士
七
段
（
大
阪
）
が
初
の
受
賞
と
な
っ
た
。
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最高得点賞＝土佐正明教士八段（千葉）第２位＝佐々木光彦錬士六段（秋田）

第３位＝高野直行教士七段（新潟）

第４位＝立石洋錬士六段（佐賀）

第５位＝多湖賢治教士七段（三重）
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ニュース

◎
優
勝
＝
平
澤
敏
弘
錬
士
六
段
（
長
野
）

 

「
最
後
の
矢

は
、
で
き
る
だ

け
欲
を
出
さ
ず

に
射
を
段
取
り

で
き
れ
ば
と
意

識
し
ま
し
た
。
で
も
、
今
日
の
射
は
普
段

ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
は
き
ち
っ
と
引
い
て
い
る
つ
も
り
な
ん

で
す
け
ど
、
決
勝
に
な
る
と
的
中
が
勝
負

に
な
る
の
で
、
そ
こ
に
欲
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
皆
中
で
き
た
の
は
、
運
が
よ
か

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　

32
歳
の
若
き
選
手
権
者
が
初
め
て
弓
を

手
に
し
た
の
は
高
校
１
年
生
の
と
き
。

 

「
弓
道
部
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
面
白
そ

う
だ
と
思
い
、
入
部
し
ま
し
た
。
今
年
で

弓
道
を
始
め
て
17
年
に
な
り
ま
す
。
就
職

し
て
仕
事
が
落
ち
着
い
た
頃
か
ら
、
全
日

本
と
国
体
を
目
指
し
始
め
ま
し
た
。
国
体

も
今
年
で
５
回
目
の
出
場
に
な
り
ま
す
。

毎
日
稽
古
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
仕
事
の
都
合
で
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
」

　

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
時
間
を
や
り
く
り

し
て
、
稽
古
で
は
３
時
間
程
度
、
的
に
向

か
う
と
い
う
。

　

選
手
権
出
場
４
回
目
の
今
回
、
初
め
て

の
決
勝
に
立
っ
た
。

 

「
予
選
と
決
勝
で
違
う
射
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
的
中
が
勝
負
に
な

っ
た
と
き
で
も
自
分
の
射
が
で
き
る
よ

う
、
も
っ
と
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

◎
２
位
＝
佐
々
木
光
彦
錬
士
六
段（
秋
田
）

 

「
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

緊
張
し
て
い
な
い
つ
も
り
で
も
、
す
ご
い

緊
張
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
最
後
の

打
起
し
の
際
、
足
が
滑
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
疲
れ
の
せ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
終
わ
っ

た
後
も
手
が
震
え
て
い
ま
し
た
。
普
通
に

引
い
て
、普
通
に
離
し
た
つ
も
り
で
す
が
、

外
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
詰
め
が
甘
い
と

思
い
ま
し
た
」

入
賞
者
＝
（
左
か
ら
）
多
湖
、
高
野
、
平
澤

　
　
　
　
　

佐
々
木
、
立
石
、
土
佐

◎
３
位
＝
高
野
直
行
教
士
七
段
（
新
潟
）

 

「
実
感
が
ま
だ
湧
か
な
い
で
す
。
14
回
目

の
出
場
で
初
め
て
の
入
賞
で
す
。
こ
こ
何

年
か
予
選
も
通
過
で
き
ず
に
辛
か
っ
た
で

す
。
今
回
は
な
ん
と
か
予
選
を
通
過
で
き

て
肩
の
荷
が
少
し
降
り
た
気
が
し
て
、
緊

張
す
る
こ
と
な
く
引
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
も
っ
と
上
手
に
な
れ
る
よ
う

に
稽
古
に
励
み
ま
す
」

◎
４
位
＝
立
石
洋
錬
士
六
段
（
佐
賀
）

「
入
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

で
す
。
中あ
た

り
が
つ
い
て
く
る
に
従
っ
て
、

少
し
安
心
し
た
と
い
う
か
、
少
し
力
が
抜

け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
は
こ
ん

な
に
中
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
一
本
一
本

に
集
中
し
ま
し
た
。
選
手
権
は
２
回
目
の

出
場
で
、
決
勝
は
初
め
て
で
す
。
決
勝
は

緊
張
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
射
技
の
向
上

と
、
こ
こ
一
番
で
も
変
わ
ら
ず
に
引
け
て

中
て
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」

◎
５
位
＝
多
湖
賢
治
教
士
七
段
（
三
重
）

「
最
初
は
あ
が
っ
て
し
ま
い
、
つ
ま
ず
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
中
で
気
持
ち
が
切

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
立
が
す
ご
く

い
い
リ
ズ
ム
で
引
い
て
い
た
の
で
、
稽
古

ど
お
り
の
平
常
心
に
戻
れ
ま
し
た
。
一
回

は
天
皇
盃
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

◎
最
高
得
点
賞
＝

土
佐
正
明
教
士
八
段
（
千
葉
）

「
去
年
は
八
段
に
昇
段
し
て
間
も
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
勢
い
が
多
少
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
１
回
目
で
２
位
だ
っ
た
の

で
、
駄
目
な
の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
ち

ん
と
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
も
最
高
得
点
賞
を
と
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
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目
を
中あ

て
る
と
、
続
い
て
優
勝
の
か
か
っ

た
勝
負
矢
を
見
事
に
詰
め
、
初
出
場
な
が

ら
唯
一
の
10
射
皆
中
で
皇
后
盃
を
手
に
し

た
。
最
終
結
果
は
、
以
下
、
黒
川
、
岩
切
、

鹿
野
が
８
中
、
大
西
由
紀
子
（
岡
山
）、

森
が
７
中
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
５
位
を
決
め
る
遠
近
競
射
が
７

中
の
大
西
、
森
の
２
名
で
行
わ
れ
た
。
結

果
、
大
西
の
５
位
入
賞
が
決
ま
っ
た
。

　

２
位
か
ら
４
位
は
、
８
中
の
黒
川
、
岩

切
、
鹿
野
の
３
名
に
よ
る
遠
近
競
射
の
結

果
、
黒
川
が
２
位
、
鹿
野
が
３
位
、
岩
切

が
４
位
に
決
ま
っ
た
。

■
女
子　

９
月
19
日
〜
21
日

　

19
日
に
参
拝
、
開
会
式
、
矢
渡
が
行
わ

れ
、
20
日
に
予
選
が
行
わ
れ
た
。

　

北
川
浩
子
（
大
阪
）
が
最
高
得
点
賞
を

獲
得
。
北
川
は
皆
中
し
、
１
回
目
743
点
、

２
回
目
741
点
、
計
１
４
８
４
点
で
受
賞
し

た
。
な
お
前
年
度
優
勝
者
、
藤
野
小
百
合

（
福
岡
）
は
１
中
で
予
選
敗
退
と
な
っ
た
。

　

21
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
で
は
４
回
目

（
８
射
）
を
終
え
て
、
蕪
木
由
紀
枝
（
福

島
）
が
皆
中
、森
孝
子
（
長
崎
）
が
７
中
、

黒
川
雅
代
（
宮
崎
）、岩
切
久
実
（
宮
崎
）、

鹿
野
信
恵
（
埼
玉
）
が
６
中
で
後
を
追
っ

た
。
一
立
目
中
の
蕪
木
は
５
回
目
、
９
本

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 大西由紀子 岡山 4 1467 11 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ 7 1 5

2 大森　淳子 東京 4 1468 10 ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 5

3 蕪木由紀枝 福島 3 1467 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 1

4 黒川　雅代 宮崎 4 1470 9 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1 2

5 齋藤　往子 東京 2 1462 15 ○ × × ○ × ○ × ○ × × 4

6 北川　浩子 大阪 4 1484 1 × ○ ○ × ○ × × × ○ ○ 5

7 出越　雅子 徳島 3 1464 14 × × ○ ○ × ○ × ○ × × 4

8 髙井　幸子 福島 3 1484 2 × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ 5

9 山田　直美 大阪 3 1471 8 ○ × ○ ○ × ○ × × × ○ 5

10 市川　政子 埼玉 4 1474 6 × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ 5

11 廣川冨美子 新潟 3 1460 16 × ○ ○ × ○ × ○ × × ○ 5

12 有澤　千秋 鳥取 3 1475 5 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × 6

13 岸　恵理子 青森 3 1459 18 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × 5

14 髙橋　良子 岩手 3 1460 17 × × × × × × × × ○ ○ 2

15 永吉加代子 福岡 3 1476 3 ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × 6

16 伊藤紀美子 三重 2 1459 19 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 5

17 岩切　久実 宮崎 4 1475 4 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 8 3 4

18 森　　孝子 長崎 3 1458 20 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × 7 2

19 鹿野　信恵 埼玉 3 1465 13 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 8 2 3

20 佐竹　明美 北海道 3 1473 7 ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × 5

優勝した蕪木に石川武夫全日本弓道連盟会長から
皇后盃が手渡される
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◎
優
勝
＝
蕪
木
由
紀
枝
錬
士
六
段（
福
島
）

 

「
初
出
場
だ
っ
た
の
で
、
気
負
い
な
く
自

分
の
弓
が
引
け
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
弓
道
を
始
め
た
の
は
高
校
１
年
生

の
15
歳
の
時
。
切
っ
掛
け
は
、
胴
着
袴
姿

へ
の
憧
れ
で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
２
年
間
は
弓
道
を
し

て
い
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
就
職

し
て
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
弓
道
を
始
め

て
21
年
に
な
り
ま
す
が
、
他
の
大
会
で
優

勝
し
た
経
験
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
高

校
生
の
頃
は
楽
し
く
弓
が
引
け
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
再
開
し
た
後
、

弓
を
上
手
に
引
い
て
い
る
方
の
姿
を
見

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
的
中
な
り
射
技
・
体
配
な
り
を
追

い
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
そ
れ
か
ら

弓
を
頑
張
り
始
め
ま
し
た
。

　

自
宅
か
ら
道
場
ま
で
は
車
で
１
時
間
か

か
り
ま
す
。
週
に
３
回
引
け
れ
ば
よ
い
ほ

う
で
す
。
道
場
に
行
く
と
き
は
悪
い
と
こ

ろ
を
直
す
こ
と
に
集
中
し
ま
す
。
自
分
が

弓
を
引
い
て
い
る
と
き
は
、
ど
こ
が
悪
か

っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
主

人
も
一
緒
に
弓
を
引
い
て
い
る
の
で
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

10
年
前
に
選
手
権
に
出
た
い
と
思
い
、

よ
う
や
く
出
場
で
き
た
大
会
な
の
で
、
来

年
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム

戦
の
国
体
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」

◎
最
高
得
点
賞
＝

　

北
川
浩
子
教
士
七
段
（
大
阪
）

 

「
思
い
も
か
け
ず
に
い
た
だ
い
た
賞
な
の

で
、
嬉
し
い
と
い
う
よ
り
は
驚
い
て
お
り

ま
す
。
過
去
に
は
２
位
、
５
位
に
入
賞
が

あ
り
ま
す
が
、
最
高
得
点
賞
は
初
め
て
で

す
。
５
位
に
入
賞
し
た
時
は
弓
を
始
め
て

10
年
も
経
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
何
も

わ
か
ら
ず
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
で
き
ま
し

た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
怖
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
弓
道
を
始

め
て
26
年
、
こ
れ
か
ら
も
１
回
で
も
多
く

最高得点賞＝北川浩子教士七段（大阪）第２位＝黒川雅代錬士六段（宮崎）

全
日
本
選
手
権
に
出
場
で
き
る
よ
う
体
調

を
整
え
故
障
の
な
い
よ
う
弓
道
に
親
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
２
位
＝
黒
川
雅
代
錬
士
六
段
（
宮
崎
）

 

「
自
分
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
気
持
ち

で
す
。
欲
が
出
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
普
段
気
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
に

意
識
し
な
が
ら
集
中
も
で
き
た
の
で
、
安

定
し
て
弓
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
淡
々
と
弓
道
を
続
け
、
結
果
が
付

い
て
く
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
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入
賞
者
＝
（
右
か
ら
）
北
川
、
岩
切
、
黒
川

蕪
木
、
鹿
野
、
大
西

第３位＝鹿野信恵教士七段（埼玉）

第４位＝岩切久実教士六段（宮崎）

第５位＝大西由紀子教士六段（岡山）

◎
３
位
＝
鹿
野
信
恵
教
士
七
段
（
埼
玉
）

 

「
５
回
目
の
出
場
で
初
め
て
予
選
を
通
過

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
選
通
過
が

目
標
で
し
た
の
で
、
今
日
は
伸
び
伸
び
と

引
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
に
教

わ
っ
た
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
な
と
思
う

気
持
ち
で
、
一
射
一
射
大
事
に
引
き
ま
し

た
。
今
日
は
そ
れ
が
で
き
ま
し
た
」

◎
４
位
＝
岩
切
久
実
教
士
六
段
（
宮
崎
）

「
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
今

日
、
明
日
は
明
日
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み

ま
し
た
。
中
り
に
関
し
て
は
、
今
日
は
中

っ
て
る
方
で
す
ね
。
こ
の
一
本
を
ち
ゃ
ん

と
正
し
く
引
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
が
頭

に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命
引
く
だ

け
で
す
」

◎
５
位
＝
大
西
由
紀
子
教
士
六
段（
岡
山
）

「
嬉
し
い
で
す
。
今
回
は
比
較
的
調
子
は

よ
か
っ
た
で
す
。
去
年
は
３
位
だ
っ
た
の

で
す
が
、
す
ご
く
調
子
が
悪
く
、
当
日
持

ち
直
し
ま
し
た
。
今
年
は
去
年
と
は
逆
の

パ
タ
ー
ン
で
し
た
の
で
、
不
安
に
な
り
な

が
ら
引
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
心
が
浮
い
て

い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
最
後
は
な
ん
と

か
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
で
し
た
」
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〈広告〉

国
際
武
道
大
学
教
授

　松
尾
牧
則
（
ま
つ
お

　ま
き
の
り
）
著

第
一
章

　
弓
矢
の
発
生
と
世
界
の
弓
術

弓
矢
の
発
生
と
性
能
向
上
の
工
夫
／
世
界
の
弓
矢
と
射
法
／
Ｗ
Ｔ
Ａ
Ｆ

に
み
る
世
界
の
弓
術

第
二
章

　
日
本
の
弓
矢
と
弓
術

日
本
の
弓
矢
の
特
性―

―

初
期
の
弓
矢
／
日
本
弓
の
変
遷
と
特
徴
あ
る

形
状
／
日
本
の
矢
と
弓
矢
関
連
具
／
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
儀
式
と
し

て
の
弓
術
／
歩
射
と
騎
射
／
弓
矢
の
誉

第
三
章

　
弓
術
流
派
と
目
的
に
応
じ
た
射
術

武
術
の
分
化
と
伝
達
様
式
の
整
備
／
日
置
弾
正
と
勧
進
的
の
流
行
／
日

置
弾
正
正
次
の
肖
像
と
技
法
／
弓
術
諸
流
派
の
技
法
と
伝
承
／
大
和
流

弓
術
と
そ
の
伝
達
様
式
／
三
十
三
間
堂
通
し
矢
の
誉―

―

堂
射
の
隆
盛

と
弓
具
・
技
法
の
工
夫
／
「
五
射
六
科
」
五
射
の
実
践
／
「
五
射
六
科
」

六
科
の
教
養
／
弓
術
稽
古
の
意
義
と
心
得

第
四
章

　
弓
術
か
ら
弓
道
へ

弓
術
の
衰
退
と
命
脈―

―

明
治
時
代
の
弓
術
／
「
弓
術
」
か
ら
「
弓
道
」

へ―
―

大
正
〜
昭
和
初
期
の
弓
術
／
昭
和
初
期
〜
戦
中
の
弓
道
／
戦
後

の
弓
道
復
活
と
連
盟
組
織

第
五
章

　
現
代
の
弓
道
と
将
来
展
望

現
在
の
弓
道
連
盟
と
競
技
・
審
査
／
新
素
材
の
弓
具
／
弓
具
・
服
装
・

施
設
／
学
校
教
育
に
お
け
る
弓
道
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法

①
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法
②

　射
法
八
節
の
要
点
／
弓
道

―
―

そ
の
将
来
展
望
と
課
題

参
考
文
献
・
索
引

　弓
矢
の
発
生
か
ら
日
本
に
お
け
る
弓
術
の
発
達
、
技
法

の
発
展
の
歴
史
を
追
い
な
が
ら
概
観
し
、
ま
た
、
世
界
の

弓
術
の
数
々
も
紹
介
。
現
代
の
弓
道
の
課
題
や
射
法
に
つ

い
て
も
踏
み
込
ん
だ
、
弓
道
研
究
の
第
一
線
に
立
つ
著
者

渾
身
の
一
書
。
巻
末
に
は
、
五
百
冊
以
上
に
及
ぶ
参
考
文

献
や
、
人
名
索
引
・
事
項
索
引
を
掲
載
。
弓
道
の
み
な
ら
ず
、

武
道
研
究
者
必
携
の
書
。

好評発売中

四六判・上製・484頁

弓
道 

　その
歴
史
と
技
法

目

　次
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本の元徳

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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ニュース

東洋水産（本社）が
３年ぶり３度目の優勝

第 57回全日本実業団剣道大会

　

第
57
回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟
）
は
９
月

15
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
過
去
最
高
の
344

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
実
業
団
剣
道
日
本
一

を
争
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
は
、
東
洋
水
産
（
本
社
）
が
九
電

工
（
本
社
）
を
２
｜
１
で
降
し
、
３
年
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。
３
位
に
は

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
本
社
）
と
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行（
本
店
）が
入
賞
し
た
。
ま
た
、

最
優
秀
選
手
に
は
東
洋
水
産
（
本
社
）
の

庄
司
祐
也
選
手
が
選
ば
れ
た
。

開会式

決勝大将戦＝東洋水産・下川（右）が面を決める
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前
回
優
勝
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
降
し
た
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
（
本
社
）、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
伊

奈
）、
九
電
工
（
本
社
）、
日
本
通
運
（
本

社
）、
６
月
の
関
東
実
業
団
大
会
２
位
の

東
洋
水
産
（
本
社
）、伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
本

社
）、
Ｊ
Ｒ
東
海
（
本
社
）、
西
日
本
シ
テ

ィ
銀
行
（
本
店
）。

　

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
と
伊
田
テ
ク
ノ
ス

（
伊
奈
）
の
対
戦
は
、
先
鋒
戦
を
引
分
け

た
後
、
次
鋒
、
副
将
、
大
将
と
一
本
勝
を

収
め
た
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
準
決
勝
へ
駒

を
進
め
た
。

　

九
電
工
と
日
本
通
運
の
対
戦
は
、
九
電

工
は
先
鋒
、
中
堅
で
２
勝
。
日
本
通
運
は

次
鋒
、
副
将
で
２
勝
し
、
２
｜
２
で
大
将

戦
を
迎
え
た
。
大
将
戦
は
引
分
け
と
な

り
、
本
数
差
（
一
本
）
で
九
電
工
が
辛
勝

し
た
。

　

東
洋
水
産
と
伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
本
社
）

の
対
戦
は
、
東
洋
水
産
の
先
鋒
・
黒
石
が

二
本
勝
で
勝
利
し
た
後
、
次
鋒
戦
か
ら
副

将
戦
ま
で
引
分
け
た
。
大
将
戦
は
、
伊
田

テ
ク
ノ
ス
の
橋
本
が
勝
ち
、
１
｜
１
と
な

る
も
、
本
数
差
（
一
本
）
で
東
洋
水
産
が

勝
ち
上
が
っ
た
。

　
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
対

戦
は
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
は
先
鋒
と
中

堅
が
二
本
勝
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
次
鋒
と
副
将

　

開
会
式
で
は
、
今
年
か
ら
全
日
本
実
業

団
剣
道
連
盟
の
会
長
に
就
任
し
た
浅
野
直

道
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
344
チ
ー
ム
と

い
う
過
去
最
高
の
参
加
チ
ー
ム
を
迎
え
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
主
催

者
と
し
て
誠
に
あ
り
が
た
く
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

試
合
は
、
５
人
制
の
団
体
戦
で
行
わ

れ
、
試
合
時
間
は
１
回
戦
か
ら
準
々
決
勝

ま
で
は
３
分
間
、
準
決
勝
・
決
勝
は
４
分

間
で
、
時
間
内
で
勝
負
が
決
し
な
い
場
合

は
引
分
け
と
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
勝

敗
は
勝
者
数
で
決
め
、
勝
者
数
が
同
数
の

場
合
は
総
本
数
で
、
勝
者
数
、
総
本
数
が

同
数
の
場
合
は
、
時
間
無
制
限
に
よ
る
代

表
戦
（
一
本
勝
負
）
で
争
わ
れ
た
。

◇
準
々
決
勝

　

準
々
決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
六
回
戦
で

が
一
本
勝
。
大
将
戦
は
引
分
け
と
な
っ

た
。
勝
者
数
は
２
｜
２
だ
が
、本
数
差（
二

本
）
で
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
準
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

◇
準
決
勝

　

九
電
工　
　

２
｜
１　

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

甲
斐
永
吉　
　
　

｜　
　
　
　

河
内
省
吾

藤
井
聖
司　

コ
㋙
｜　
　
　
　

岩
川　

力

芳
野
哲
志　

ド
㋙
｜　
　
　
　

岡
北
真
輔

岡
本　

怜　
　
　

｜
メ　
　
　

上
原
祐
二

村
岡
将
和　
　
　

｜　
　
　
　

住
崎
誠
洋

　

先
鋒
戦
は
引
分
け
。
九
電
工
が
次
鋒
、

中
堅
戦
を
二
本
勝
で
勝
利
す
る
。
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
の
副
将
・
上
原
は
、
二
本
勝
で

大
将
へ
つ
な
げ
た
い
が
、
二
本
目
を
決
め

ら
れ
ず
一
本
勝
で
終
わ
る
。
大
将
戦
は
引

分
け
と
な
り
、
２
｜
１
で
九
電
工
が
決
勝

進
出
を
果
た
し
た
。

全日本実業団剣道連盟
会長　浅野直道

　

東
洋
水
産　

３
｜
２　
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

黒
石　

築　
　
　

｜
㋙
メ　
　

甲
斐
勇
太

秀
德
信
明　
　

メ
｜　
　
　
　

小
野
公
次

青
木
宏
介　
　

コ
｜　
　
　
　

本
川
亮
介

庄
司
祐
也　

メ
○ド
｜　
　
　
　

浜
地
佳
祐

下
川
慶
次
郎　

○ド
｜
メ
メ　
　

渡
辺
雄
太

　

先
鋒
戦
は
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
甲

斐
が
二
本
勝
。
次
鋒
、
中
堅
戦
は
東
洋
水

産
が
一
本
勝
。
続
く
副
将
戦
は
、
東
洋
水

産
・
庄
司
の
二
本
勝
で
、
大
将
戦
を
待
た

ず
に
東
洋
水
産
が
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

準決勝次鋒戦
九電工・藤井（左）が小手を決める

準
決
勝
先
鋒
戦
＝
西
日
本
シ
テ
ィ
・
甲
斐
（
左
）

対
東
洋
水
産
・
黒
石
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◇
決
勝

　

東
洋
水
産　
　

２
｜
１　

九
電
工

黒
石　

築　
　
　
　

｜
メ　
　

甲
斐
勇
太

秀
德
信
明　
　
　
　

｜　
　
　

藤
井
聖
司

青
木
宏
介　
　
　
　

｜　
　
　

芳
野
哲
志

庄
司
祐
也　
　
　

メ
｜　
　
　

岡
本　

怜

下
川
慶
次
郎　

コ
㋱
｜　
　
　

村
岡
将
和

　

先
鋒
、
東
洋
水
産
・
黒
石
と
九
電
工
・

甲
斐
の
対
戦
。
甲
斐
は
試
合
開
始
早
々
、

鍔つ
ば

迫
り
合
い
か
ら
引
き
面
で
一
本
を
奪

う
。
そ
の
後
、
両
者
は
攻
め
あ
う
も
決
め

手
の
な
い
ま
ま
時
間
と
な
り
、
甲
斐
が
一

本
勝
を
収
め
る
。
次
鋒
、
中
堅
戦
は
引
分

け
と
な
る
。

　

副
将
戦
、
試
合
開
始
直
後
に
東
洋
水

産
・
庄
司
の
飛
び
込
み
面
が
決
ま
る
。
九

電
工
・
岡
本
も
攻
め
る
が
一
本
を
決
め
き

れ
ず
時
間
と
な
り
、
庄
司
は
一
本
勝
で
試

合
を
五
分
に
戻
す
。

　

勝
負
を
決
め
る
大
将
戦
。
開
始
早
々
、

東
洋
水
産
・
下
川
は
、
小
手
、
面
と
打
っ

た
面
を
決
め
た
。
後
が
な
い
九
電
工
・
村

岡
は
、
主
審
の
試
合
開
始
の
発
声
と
同
時

に
面
に
跳
ぶ
。
こ
れ
に
反
応
し
た
下
川

は
、
出
小
手
を
決
め
た
。
東
洋
水
産
が
逆

転
勝
利
を
収
め
、
３
年
ぶ
り
３
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

決勝副将戦＝東洋水産・庄司（左）対九電工・岡本

決勝大将戦＝東洋水産・下川（左）が出小手を決める

大会風景
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【
大
会
結
果
】

▽
優
勝
＝
東
洋
水
産
（
本
社
）

▽
２
位
＝
九
電
工
（
本
社
）

▽
３
位
＝
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
本
社
）

　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
本
店
）

▽
敢
闘
賞
＝
伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
伊

奈
）、
日
本
通
運
（
本
社
）、
伊
田

テ
ク
ノ
ス（
本
社
）、Ｊ
Ｒ
東
海（
本
社
）

３位＝富士ゼロックス（本社）

３位＝西日本シティ銀行（本店）

◎
優
勝
＝
東
洋
水
産
・
本
郷
貴
久
監
督

「
優
勝
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
た
選
手
た
ち

は
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
社
に
道

場
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
は
あ
り
ま

す
が
、
仕
事
あ
っ
て
の
剣
道
で
す
か
ら
、

な
か
な
か
稽
古
に
集
ま
れ
な
い
と
き
も
あ

り
ま
す
。
大
会
前
に
は
、
５
分
で
も
10
分

で
も
よ
い
の
で
稽
古
し
よ
う
と
声
を
か

け
、
短
い
時
間
で
も
集
中
し
て
稽
古
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

◎
最
優
秀
選
手
賞
＝

東
洋
水
産
・
庄
司
祐
也
選
手

「
今
年
の
４
月
に
転
勤
と
な
り
、
栃
木
の

宇
都
宮
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
本
社
の

み
ん
な
と
稽
古
を
す
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
皆
で

つ
な
い
で
摑つ
か

み
と
っ
た
優
勝
で
す
。
す
ご

く
印
象
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
優
勝
に
驕お
ご

る
こ
と
な
く
、
来
年
の
関

東
、
全
日
本
大
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
常

に
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

優勝＝東洋水産（本社）

２位＝九電工（本社）

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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渡
邉
勇
人
、長
澤
憲
大
が
連
覇

女
子
は
梅
木
真
美 　

が
Ｖ
２

全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

男
子
33
回

女
子
30
回

81
㎏
級

90
㎏
級78

㎏
級

81㎏級決勝＝渡邊（左）対糸井
渡辺が払巻込で攻める

90㎏級決勝＝長澤（左）対五味
長澤が釣込腰に入る
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全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
33
回
・
女
子
30
回
）
が
９
月
27
日
・

28
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
女

各
７
階
級
で
学
生
日
本
一
を
争
う
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

■
男
子

▽
60
㎏
級

　

決
勝
は
、
東
京
予
選
の
決
勝
と
同
じ

く
、
河
野
亮
哉
（
日
本
体
育
）
と
林
浩
平

（
国
士
舘
）
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
試

合
は
両
者
互
角
の
攻
防
が
続
く
。
終
了
直

前
に
河
野
が
林
の
内
股
に
合
わ
せ
て
技
を

返
し
、有
効
。
こ
れ
が
決
め
手
と
な
っ
て
、

河
野
の
優
勢
勝
と
な
っ
た
。

▽
66
㎏
級

　

決
勝
に
は
、佐
々
木
貴
大
（
日
本
体
育
）

と
大
木
恭
介
（
帝
京
科
学
）
が
勝
ち
進
ん

だ
。
佐
々
木
は
序
盤
、
技
が
出
ず
、
指
導

を
と
ら
れ
る
。
大
木
は
積
極
的
に
攻
め
、

足
払
い
や
大
内
刈
で
の
惜
し
い
場
面
も
あ

っ
た
が
、
勝
負
を
決
め
た
の
は
佐
々
木
だ

っ
た
。
佐
々
木
は
連
続
で
技
を
仕
掛
け
て

大
木
を
崩
す
と
、
釣
込
腰
で
投
げ
て
一
本

勝
ち
し
た
。

▽
73
㎏
級

　

決
勝
は
三
浦
健
寛
（
国
士
舘
）
対
宮
山

翔
多
（
山
梨
学
院
）
と
な
っ
た
。
長
身
の

三
浦
は
、
奥
襟
を
摑
ん
で
宮
山
を
攻
め
立

て
て
い
き
、
中
盤
、
内
股
で
有
効
を
奪
う
。

三
浦
は
そ
の
後
も
攻
撃
を
緩
め
ず
、
一
方

の
宮
山
は
全
く
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
終
了
。
三
浦
の
優
勢
勝
が
決
ま
っ

た
。

▽
81
㎏
級

　

決
勝
は
、
前
回
優
勝
の
渡
邉
勇
人
（
東

海
）
と
糸
井
滉
平
（
國
學
院
）
の
対
戦
と

な
っ
た
。
開
始
１
分
、
渡
邉
は
大
内
刈
を

掛
け
に
き
た
糸
井
の
体
勢
を
崩
す
と
、
腕

を
抱
え
込
ん
で
払
巻
込
。
そ
の
ま
ま
捕
っ

た
腕
を
腕
緘
で
極
め
、
渡
邉
が
一
本
勝
で

連
覇
を
果
た
し
た
。

▽
90
㎏
級

　

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
前
回
優

勝
者
・
長
澤
憲
大
（
東
海
）
と
五
味
江
貴

（
日
本
体
育
）。
試
合
は
長
澤
の
ペ
ー
ス
で

展
開
、
前
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
五
味

に
は
指
導
が
２
つ
重
な
る
。
３
分
過
ぎ
、

長
澤
が
釣
込
腰
を
掛
け
、
崩
れ
た
五
味
を

押
し
込
ん
で
技
有
を
奪
う
。
そ
の
後
、
長

澤
は
指
導
を
一
つ
と
ら
れ
る
が
、
優
勢
勝

で
連
覇
を
決
め
た
。

▽
100
㎏
級

　

決
勝
は
制
野
孝
二
郎
（
日
本
）
対
石
内

裕
貴
（
天
理
）
と
な
っ
た
。
激
し
い
技
の

応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
時
間
内
に
は
決

着
が
つ
か
ず
、
延
長
へ
も
つ
れ
こ
む
。
試

合
が
動
い
た
の
は
延
長
３
分
半
。
制
野
は

石
内
の
内
股
を
透
か
し
、
倒
れ
た
石
内
を

上
四
方
固
で
抑
え
込
ん
で
一
本
。
約
９
分

間
の
熱
戦
を
制
し
た
。

▽
100
㎏
超
級

　

決
勝
に
は
上
田
轄
麻
（
明
治
）
と
佐
藤

和
哉
（
日
本
）
が
勝
ち
進
ん
だ
。
両
者
と100㎏級決勝＝制野（右）が石内を攻める

73㎏級決勝＝三浦（下）の豪快な内股
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も
技
が
出
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
指
導
。
佐
藤

は
さ
ら
に
指
導
を
２
回
と
ら
れ
る
。
上
田

に
も
終
盤
２
つ
目
の
指
導
が
つ
く
が
、
そ

の
ま
ま
試
合
は
終
了
。
指
導
１
つ
の
差
が

決
め
手
と
な
っ
て
上
田
が
優
勢
勝
し
た
。

■
女
子

▽
48
㎏
級

　

決
勝
で
は
、
神
山
結
理
（
立
命
館
）
と

松
尾
美
沙
（
福
岡
）
が
対
戦
。
試
合
が
開

始
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
神
山
が
巴
投
で
有

効
を
獲
得
す
る
。
そ
の
後
は
互
角
の
争
い

が
続
く
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
変
化
の
な
い
ま

ま
試
合
が
終
了
し
、神
山
が
優
勢
勝
し
た
。

　
▽
52
㎏
級

　

決
勝
は
、
小
松
柔
（
環
太
平
洋
）
と
渡

邊
真
珠
美
（
淑
徳
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。

一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
。
中
盤
、
小
松

が
小
外
刈
で
有
効
を
奪
う
。
小
松
は
そ
こ

か
ら
、
う
つ
伏
せ
の
渡
邊
を
返
し
て
縦
四

方
固
め
で
抑
え
込
む
が
、す
ぐ
に
解
け
る
。

渡
邊
は
慎
重
に
な
り
指
導
。
残
り
１
分
、

小
松
が
、
巴
投
を
仕
掛
け
た
渡
邊
を
抑
技

に
持
ち
込
も
う
と
す
る
。
逃
げ
よ
う
と
す

る
渡
邊
を
巧
み
に
返
し
て
横
四
方
固
で
抑

込
み
、
小
松
が
一
本
勝
を
決
め
た
。

▽
57
㎏
級

　

決
勝
は
、
趙
睦
熈
（
埼
玉
）
対
小
野
彰

子
（
龍
谷
）。
小
野
は
大
外
刈
な
ど
で
積

極
的
に
攻
め
て
い
く
が
、
片
襟
で
指
導
を

と
ら
れ
る
。
力
強
い
技
を
次
々
と
繰
り
出

す
小
野
だ
っ
た
が
、
再
び
片
襟
で
指
導
。

両
者
と
も
技
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
試
合
終
了
。
指
導
２

に
よ
る
趙
の
優
勢
勝
と
な
っ
た
。

▽
63
㎏
級

　

決
勝
で
は
、
坂
井
彩
花
（
金
沢
学
院
）

と
前
回
準
優
勝
の
伊
勢
崎
詩
乃
（
帝
京
科

学
）
が
対
戦
し
た
。
技
が
出
な
い
た
め
指

導
を
と
ら
れ
た
坂
井
が
、
直
後
に
大
内
刈

に
飛
ぶ
込
む
。
逃
れ
よ
う
と
す
る
伊
勢
崎

だ
っ
た
が
、
坂
井
は
し
っ
か
り
摑
ん
だ
襟

と
袖
で
相
手
を
制
し
て
一
本
と
し
た
。

▽
70
㎏
級

　

決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
東
京
予
選
１
位

の
佐
俣
優
依
（
帝
京
）
と
濵
砂
香
澄
（
環

太
平
洋
）。
激
し
く
攻
め
る
佐
俣
、
積
極

性
に
欠
け
る
濵
砂
に
は
指
導
が
つ
く
。
終

盤
、
佐
俣
は
前
に
出
て
き
た
濵
砂
を
返
し

て
有
効
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
ポ
イ
ン
ト
に

変
化
な
く
試
合
は
終
了
し
、
佐
俣
が
優
勢

勝
し
た
。

　
▽
78
㎏
級

　

決
勝
は
、
前
回
優
勝
の
梅
木
真
美
（
環

太
平
洋
）
対
赤
嶺
麻
佑
（
帝
京
）
の
対
戦

と
な
っ
た
。
梅
木
に
奥
襟
を
摑
ま
れ
た
赤

嶺
は
頭
を
下
げ
ら
れ
、
攻
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
指
導
を
重
ね
る
。
試
合
時
間
半
分

を
過
ぎ
、
赤
嶺
が
大
内
刈
に
出
る
と
、
梅 63㎏級決勝＝坂井（右）が大内刈で一本

52㎏級決勝＝小松（上）が小外刈で有効
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木
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
小
外
刈
を
決
め
て

一
本
。
２
年
生
に
し
て
２
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

▽
78
㎏
超
級

　

決
勝
は
、
前
回
優
勝
の
井
上
愛
美
と
前

回
３
位
の
井
坂
希
望
の
山
梨
学
院
同
士
の

対
戦
に
。
井
上
は
技
が
出
ず
指
導
を
と
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
井
上
も
払
腰
な
ど
で
攻

撃
を
見
せ
た
が
、
両
者
と
も
組
ま
ず
に
指

導
。
終
盤
、
井
上
に
は
３
つ
目
の
指
導
が

つ
き
、
井
坂
の
優
勢
勝
が
決
ま
っ
た
。

【
大
会
結
果
】

■
男
子

▽
60
㎏
級
＝
①
河
野
亮
哉
（
日
本
体
育
）

②
林
浩
平
（
国
士
舘
）
③
田
中
崇
晃
（
筑

波
）、
青
木
大
（
日
本
体
育
）

▽
66
㎏
級
＝
①
佐
々
木
貴
大（
日
本
体
育
）

②
大
木
恭
介
（
帝
京
科
学
）
③
岩
館
典

毅
（
札
幌
）、
西
山
祐
貴
（
日
本
体
育
）

▽
73
㎏
級
＝
①
三
浦
健
寛
（
国
士
舘
）
②

宮
山
翔
多
（
山
梨
学
院
）
③
斉
藤
大
樹

（
帝
京
科
学
）、
佐
藤
慎
太
郎
（
桐
蔭
横

浜
）

▽
81
㎏
級
＝
①
渡
邉
勇
人
（
東
海
）
②
糸

井
滉
平
（
國
學
院
）
③
宇
都
宮
光
樹
（
筑

波
）、
中
園
史
寛
（
東
海
）

▽
90
㎏
級
＝
①
長
澤
憲
大
（
東
海
）
②
五

味
江
貴
（
日
本
体
育
）
③
澤
建
志
郎
（
福

岡
）、
小
林
悠
輔
（
筑
波
）

▽
100
㎏
級
＝
①
制
野
孝
二
郎
（
日
本
）
②

石
内
裕
貴
（
天
理
）
③
浅
沼
拓
海
（
国

士
舘
）、
飯
田
健
伍
（
山
梨
学
院
）

▽
100
㎏
超
級
＝
①
上
田
轄
麻
（
明
治
）
②

佐
藤
和
哉
（
日
本
）
③
五
十
嵐
唯
大
（
東

海
）、
藤
井
靖
剛
（
山
梨
学
院
）

■
女
子

▽
48
㎏
級
＝
①
神
山
結
理
（
立
命
館
）
②

松
尾
美
沙
（
福
岡
）
③
饒
平
名
知
子
（
筑

波
）、
腰
文
音
（
日
本
体
育
）

▽
52
㎏
級
＝
①
小
松
柔
（
環
太
平
洋
）
②

渡
邊
真
珠
美
（
淑
徳
）
③
鈴
木
真
佑
（
仙

台
）、
塚
田
紗
矢
（
山
梨
学
院
）

▽
57
㎏
級
＝
①
趙
睦
熈
（
埼
玉
）
②
小
野

彰
子
（
龍
谷
）
③
工
藤
千
佳
（
仙
台
）、

出
口
ク
リ
ス
タ
（
山
梨
学
院
）

▽
63
㎏
級
＝
①
坂
井
彩
花
（
金
沢
学
院
）

②
伊
勢
崎
詩
乃
（
帝
京
科
学
）
③
佐
村

槙
渉
（
淑
徳
）、名
村
友
薫
（
金
沢
学
院
）

▽
70
㎏
級
＝
①
佐
俣
優
依
（
帝
京
）
②
濵

砂
香
澄
（
環
太
平
洋
）
③
小
川
莉
歩
（
国

士
舘
）、
長
内
香
月
（
山
梨
学
院
）

▽
78
㎏
級
＝
①
梅
木
真
美
（
環
太
平
洋
）

②
赤
嶺
麻
佑
（
帝
京
）
③
日
髙
美
沙
希

（
大
阪
体
育
）、太
田
紗
智
璃
（
国
士
舘
）

▽
78
㎏
超
級
＝
①
井
坂
希
望（
山
梨
学
院
）

②
井
上
愛
美
（
山
梨
学
院
）
③
藤
原
恵

美
（
筑
波
）、
山
本
沙
羅
（
大
阪
体
育
）

《
優
勝
者
コ
メ
ン
ト
》

　

決
勝
戦
終
了
直
後
に
涙
を
見
せ
た
２
人

の
選
手
に
そ
の
思
い
を
聞
い
た
。

◎
男
子
100
㎏
級
優
勝
＝
制
野
孝
二
郎（
日
本
）

　

高
校
の
と
き
ま
で
全
国
大
会
で
の
優
勝

が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
金
野
潤
先
生
（
日

大
監
督
）
に
拾
っ
て
い
た
だ
い
て
、
３
年

目
に
し
て
よ
う
や
く
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
気
持
ち
が
切
れ

そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
金
野
先
生
と
チ

ー
ム
の
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
て
、
こ
こ

で
諦
め
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、
思
わ
ず
涙
が

出
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
た
と
え
少
し
で

も
他
の
人
よ
り
多
く
努
力
を
重
ね
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
自
信
に
な
っ
て

優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◎
女
子
52
㎏
級
優
勝
＝
小
松
柔（
環
太
平
洋
）

　

中
学
２
年
の
と
き
に
全
日
本
大
会
で
優

勝
し
て
か
ら
、
ず
っ
と
勝
て
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
８
年
ぶ
り
に
優
勝
で
き
て
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
柔
道
ス
タ
イ

ル
が
地
味
だ
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
貫
き
通
せ
た
か
ら
勝
て
た
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
小
外
刈
で
崩
し
て
寝

技
で
攻
め
る
の
が
得
意
で
す
。

78㎏級で連覇した梅木（奥）

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

第
１
回
全
国
相
撲
指
導
者
研
修
会
（
主

催
＝
日
本
武
道
館
・
日
本
相
撲
連
盟
、
後

援
＝
文
部
科
学
省
）
は
、
９
月
19
日
〜
21

日
の
３
日
間
、
千
葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武

道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
55
名
（
う
ち
、

男
性
51
名
・
女
性
４
名
、
保
健
体
育
科
教

員
11
名
）
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　

研
修
会
は
、
全
国
で
相
撲
を
指
導
す
る

中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
員
や
、
社
会
体

育
指
導
者
を
対
象
に
、
学
校
教
育
に
お
け

る
相
撲
指
導
の
充
実
を
図
る
目
的
で
開
催

さ
れ
た
。

■
初
日
（
19
日
）

▽
開
講
式

　

主
催
者
を
代
表
し
て
特
別
講
師
の
大
野 

孝
弘
日
本
相
撲
連
盟
専
務
理
事
が
挨
拶
を

述
べ
た
。

「
第
一
回
と
な
る
こ
の
研
修
会
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
３
日
間
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
、
地

元
で
の
指
導
に
活い

か
し
て
く
だ
さ
い
」

　

次
に
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・

事
務
局
長
が
、
中
学
校
武
道
授
業
の
た
め

の
研
修
で
あ
る
こ
と
、
国
庫
補
助
事
業
で

あ
る
こ
と
、
中
学
校
で
の
相
撲
種
目
採
用

の
実
態
な
ど
を
説
明
し
、「
こ
の
研
修
会

で
し
っ
か
り
と
学
び
、
相
撲
の
楽
し
さ
、

充実した相撲授業を目指し
全国指導者研修会を初開催

第１回全国相撲指導者研修会

○特別講師＝安井和男（日本相撲連盟常務理事）

○講師＝桑森真
まさ

介
すけ

（日本相撲連盟中学校相撲授業指

導法研究委員会座長）、上村裕一（長野県木曽町

立福島中学校教諭）、入倉裕司（山梨県忍
おし

野
の

村立

忍野中学校教諭）、廣瀬理奈（山梨県富士吉田市

立下吉田中学校教諭）、満
みつ

留
どめ

久
きゅ

摩
うま

（日本相撲連盟

中学校相撲授業指導法研究委員会委員）

○助講師＝安藤均
ひとし

（日本相撲連盟中学校相撲授業指

導法研究委員会委員）、堀内弥
わたる

（同）、松浦麻乃（同）、

村田安
やす

啓
ひろ

（同）

運び足を実践する参加者
（堀内助講師による実践研究にて）

9 月 19 日
開講式
講義「趣旨説明・研修の概要」
講義「手引きの概要と相撲の歴史」
実践研究「グループ別ワークショップ・実技研修」
9 月 20 日
講義「中学校体育相撲指導の実践法」
実践研究「未経験中学生を対象とした指導」
実践例報告「長野県福島中学校の事例」
実践例報告「山梨県忍野中学校の事例」
自由研修
9 月 21 日
審判法研修
閉講式

研修会日程
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素
晴
ら
し
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
参
加
者
を
激
励
し
た
。

▽
講
義

　

安
井
和
男
特
別
講
師
が
研
修
会
の
趣
旨

説
明
と
概
要
を
、
次
に
、
桑
森
真
介
講
師

が
『
中
学
校
体
育　

相
撲
指
導
の
手
引
き

（
改
訂
版
）』
の
概
要
を
説
明
。
そ
の
後
、

相
撲
の
歴
史
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
た
。

　

安
井
特
別
講
師
は
、
中
学
校
武
道
必
修

化
に
あ
た
り
、
連
盟
で
指
導
法
の
研
究
チ

ー
ム
を
設
け
、
手
引
き
や
映
像
資
料
の
作

成
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
土
俵
や
ま
わ
し
が
な
く

て
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
内
容
に
し
た
と

説
明
し
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て
授
業
で
何

が
必
要
な
の
か
を
知
り
、
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　

桑
森
講
師
は
、
手
引
き
作
成
の
基
本
方

針
を
３
つ
挙
げ
た
。
①
楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
う
、
②
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
安
全

に
授
業
が
出
来
る
、
③
学
習
指
導
要
領
に

準
拠
す
る
、
で
あ
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
相
撲
の
特
性
と
指
導
上
の
考
え
方
、

進
め
方
を
ま
と
め
、
安
全
面
で
の
配
慮
が

必
要
な
と
こ
ろ
は
写
真
を
用
い
て
わ
か
り

や
す
く
構
成
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
手
引
き
全
体
を
概
観
す
る
な
か
、
技

術
指
導
で
は
主
要
な
技
能
を
絞
り
込
み
、

難
し
い
箇
所
は
解
説
に
留
め
る
こ
と
な

ど
、
具
体
的
な
方
針
を
紹
介
し
た
。

▽
実
践
研
究

　

満
留
久
摩
講
師
が
担
当
と
な
り
、
グ
ル

ー
プ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。
参

加
者
は
６
つ
の
班
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
自
己
紹
介
を
行
い
、
交
流
を
図
っ
た
。

そ
し
て
、
各
地
域
の
相
撲
に
関
す
る
情
報

交
換
、
普
及
の
可
能
性
を
話
し
合
っ
た
。

減
少
傾
向
に
あ
る
相
撲
部
員
に
つ
い
て
、

女
子
へ
の
指
導
、用
具
調
達
の
問
題
な
ど
、

話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

次
に
、堀
内
弥
助
講
師
が
中
心
と
な
り
、

手
引
き
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
具
体
的
指
導

法
を
実
践
・
紹
介
し
た
。
参
加
者
は
ペ
ア

に
な
り
、
手
押
し
相
撲
、
陣
取
り
相
撲
を

行
っ
た
。
ま
た
、
は
じ
め
は
立
っ
た
状
態

か
ら
、
慣
れ
て
き
た
ら
蹲そ
ん

踞き
ょ

か
ら
行
う
段

階
的
指
導
法
を
紹
介
。
試
合
の
前
後
に
礼

を
す
る
こ
と
や
、
蹲
踞
姿
勢
か
ら
後
ろ
に

転
が
る
際
、
後
頭
部
を
打
た
な
い
よ
う
注

意
す
る
な
ど
、
関
連
し
た
指
導
が
効
果
的

で
あ
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
蹲
踞
、
塵ち
り

手ち
ょ

水う
ず

、
四し

股こ

、
運

び
足
な
ど
の
基
本
動
作
を
映
像
で
確
認
・

実
践
し
、
丁
寧
に
要
点
を
解
説
し
た
。　

■
２
日
目
（
20
日
）

▽
講
義

　

中
学
校
保
健
体
育
で
の
相
撲
授
業
実
践

を
テ
ー
マ
に
、
満
留
講
師
と
安
藤
均
助
講

師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
行
っ
た
。
満
留

講
師
は
初
日
の
研
修
で
紹
介
さ
れ
た
手
引

き
の
内
容
を
確
認
し
つ
つ
、
授
業
の
組
み

立
て
方
が
わ
か
る
指
導
計
画
の
例
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
の
後
、

学
習
内
容
を
ま
と
め
た
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
い
る
中
学
校
の
授
業
実
践
例
を
、
映
像

で
紹
介
し
た
。

　

安
藤
助
講
師
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

基
本
理
念
に
あ
る
安
全
確
保
の
推
進
を
強

調
し
、生
徒
の
体
調
を
把
握
す
る
こ
と
や
、

事
故
発
生
時
の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
考
え

て
お
く
こ
と
、
施
設
・
用
具
の
安
全
確
認
、

禁
止
技
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
を
訴

え
た
。
ま
た
、
相
撲
の
決
ま
り
手
の
約
４

割
が
、
押
し
出
し
か
寄
り
切
り
に
よ
る
と

い
う
デ
ー
タ
を
示
し
、
押
し
と
寄
り
の
指

導
で
安
全
に
相
撲
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
と
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
堀
内
助
講
師
が
押
し

と
寄
り
に
焦
点
を
絞
り
、
映
像
資
料
を
活

用
し
つ
つ
そ
れ
ら
の
指
導
法
を
紹
介
し

た
。
参
加
者
は
、相
撲
パ
ン
ツ
や
柔
道
帯
、

簡
易
ま
わ
し
を
身
に
つ
け
、
生
徒
の
立
場

講師、参加者及び事務局
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ニュース

な
っ
て
学
ん
だ
。最
後
に
堀
内
助
講
師
が
、

勝
負
に
こ
だ
わ
る
ア
ス
リ
ー
ト
的
な
考
え

方
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
効
果
的
な
押

し
や
寄
り
の
方
法
に
気
づ
く
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
、
ま
と
め
と
し
た
。

▽
実
践
研
究

　

初
日
に
分
け
ら
れ
た
６
つ
の
班
で
、
そ

れ
ぞ
れ
指
導
案
を
作
成
。
中
学
１
年
生
、

６
時
間
扱
い
の
２
時
間
目
、
ま
わ
し
と
土

俵
が
な
い
と
い
う
条
件
を
想
定
。
作
成
さ

れ
た
指
導
案
は
、
生
徒
に
興
味
・
関
心
を

失
わ
せ
な
い
よ
う
、
簡
易
試
合
な
ど
遊
び

の
要
素
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
基
本
動
作
を

身
に
つ
け
る
内
容
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
指
導
案
を
検
証
す

る
た
め
、
勝
浦
市
勝
浦
中
学
校
の
女
子
生

徒
９
名
（
１
年
生
６
名
、
２
年
生
３
名
、

美
術
部
ま
た
は
家
庭
科
部
に
所
属
、
相
撲

経
験
な
し
）
の
協
力
を
得
て
、
模
擬
授
業

を
行
っ
た
。
多
く
が
こ
れ
ま
で
の
研
修
で

学
ん
だ
指
導
法
を
採
用
し
、
基
本
動
作
の

要
点
を
伝
え
た
。
簡
易
試
合
で
は
、
生
徒

か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
、
概
ね
指
導

計
画
ど
お
り
の
授
業
が
展
開
さ
れ
た
。

　

模
擬
授
業
後
の
研
究
協
議
で
は
、「
よ

い
雰
囲
気
で
授
業
が
出
来
た
」「
簡
易
試

合
の
中
で
、
自
然
に
礼
法
を
取
り
入
れ
ら

れ
た
」「
中
腰
の
姿
勢
を
つ
く
る
た
め
に

支
え
が
あ
る
と
よ
い
」「
鏡
を
利
用
し
て

基
本
動
作
の
確
認
を
し
て
み
る
の
は
ど
う

か
」「『
脇
を
締
め
る
』『
残
す
』
な
ど
の

専
門
用
語
は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
す

る
工
夫
が
必
要
」
な
ど
の
感
想
・
意
見
が

あ
っ
た
。

▽
実
践
例
報
告

　

上
村
裕
一
講
師
が
長
野
県
福
島
中
学
校

の
、
入
倉
裕
司
・
廣
瀬
理
奈
講
師
が
山
梨

県
忍
野
中
学
校
の
実
践
例
を
紹
介
し
た
。

　

上
村
講
師
は
、
内
容
紹
介
に
ス
ラ
イ
ド

を
使
用
。
学
習
カ
ー
ド
を
活
用
し
つ
つ
、

中
腰
の
構
え
を
崩
す
「
寄
り
」
を
身
に
つ

け
、
そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
た
授
業
内
容
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
入
倉
・
廣
瀬
講
師
は
、「
自

分
の
重
心
を
保
ち
な
が
ら
相
手
の
重
心
を

崩
す
こ
と
」
に
注
目
し
、
押
し
と
中
腰
の

指
導
を
重
視
し
て
い
る
と
し
た
。
中
腰
は

ペ
ア
で
特
徴
を
確
認
し
合
う
、
踏
ん
張
る

力
を
出
す
た
め
に
足
の
指
で
地
面
を
摑つ
か

む

よ
う
に
す
る
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
伝
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
中
腰
で
必
要
な
、
下
腹
部

に
力
を
入
れ
る
こ
と
、
受
け
身
、
バ
ラ
ン

ス
の
崩
し
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
簡
易
試

合
も
紹
介
・
実
践
し
た
。

■
３
日
目
（
21
日
）

▽
審
判
法
研
修

　

堀
内
助
講
師
が
担
当
し
た
。は
じ
め
に
、

【
教
員
】

▽
地
域
独
自
の
指
導
に
こ
だ
わ
る
と
こ

ろ
も
多
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
研
修

会
で
先
生
方
と
交
流
し
な
が
ら
、
多

く
の
指
導
法
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
知
っ
た
。　
　
　
（
栃
木
県
・
男
性
）

▽
は
じ
め
て
知
る
簡
易
ゲ
ー
ム
が
あ
っ

た
。
実
際
の
授
業
で
使
っ
て
み
た
い
。

け
ん
け
ん
相
撲
な
ど
は
や
り
や
す
く
、

子
供
も
楽
し
め
そ
う
。

（
長
野
県
・
男
性
）

▽
ど
こ
ま
で
専
門
的
に
教
え
ら
れ
る
の

か
、
不
安
は
あ
る
。
柔
道
部
の
顧
問

を
し
て
い
る
が
、
専
門
用
語
を
多
用

◉
参
加
者
の
感
想

し
な
い
な
ど
、
他
種
目
の
初
心
者
指

導
に
も
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
。

（
奈
良
県
・
男
性
）

▽
授
業
の
指
導
で
は
、
楽
し
ま
せ
る
部

分
を
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
感

じ
た
。
相
撲
経
験
者
だ
が
、
指
導
内

容
に
つ
い
て
、
新
た
に
気
づ
か
さ
れ

る
場
面
も
あ
っ
た
。
中
学
校
を
卒
業

し
て
も
、
相
撲
に
興
味
を
持
ち
続
け

て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
。

映
像
資
料
に
は
女
子
相
撲
や
女
子
指

導
の
様
子
が
映
っ
て
い
る
と
よ
い
。

　
　
　
　
（
沖
縄
県
・
男
性
）

【
県
連
所
属
者
、
地
元
指
導
者
】

▽
参
加
者
の
方
々
か
ら
、
女
性
の
指
導

に
つ
い
て
多
く
の
質
問
を
受
け
た
。

柔
道
の
経
験
が
あ
る
が
、
女
子
柔
道

と
同
じ
道
を
歩
ん
で
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。　
（
東
京
都
・
女
性
）

▽
女
子
相
撲
を
紹
介
す
る
動
画
も
あ
る

と
よ
い
。　
　
　
　
（
静
岡
県
・
男
性
）

▽
継
続
的
に
行
い
、
若
い
先
生
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
講
習
会
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
。　
　
　
（
愛
知
県
・
男
性
）

▽
実
践
例
で
紹
介
さ
れ
た
動
画
が
ほ
し

い
。　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
・
男
性
）

【
模
擬
授
業
を
受
け
た
中
学
１
年
女
子
】

▽
面
白
く
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
教

室
で
男
子
が
楽
し
ん
で
い
る
相
撲
と

は
違
い
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ル
ー
ル
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
授
業
に
採
用

さ
れ
た
ら
、
喜
ん
で
や
る
と
思
う
。
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審判法の研修

中学生の協力を得て行われた実践研究

ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
で
の
審
判
の
服
装
を
説

明
。映
像
で
試
合
の
流
れ
を
確
認
し
た
後
、

審
判
は
選
手
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、

慣
れ
る
ま
で
立
ち
合
い
後
は
土
俵
の
外
で

審
判
を
行
う
と
よ
い
な
ど
の
注
意
点
を
伝

え
た
。
ま
た
、
礼
法
を
実
践
し
、
審
判
規

定
遵
守
よ
り
も
安
全
な
授
業
の
ル
ー
ル
作

り
を
目
指
す
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

審
判
法
の
実
践
に
あ
た
り
、
審
判
は
競

技
と
同
じ
く
６
名
と
し
、
き
わ
ど
い
判
定

に
は
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
、
試
合

時
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
参
加
者
は
選
手
役
も
行
う
た
め
、
経

験
者
は
ま
わ
し
を
、
未
経
験
者
は
簡
易
ま

わ
し
や
相
撲
パ
ン
ツ
、柔
道
の
帯
を
着
用
。

勝
敗
の
行
方
に
盛
り
上
が
る
な
か
で
の
、

研
修
と
な
っ
た
。

▽
閉
講
式

　

は
じ
め
に
、
吉
川
英
夫
日
本
武
道
館
振

興
部
長
か
ら
参
加
者
代
表
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
桑
森
講
師
が
講
評

を
述
べ
た
。

「
本
研
修
会
で
は
、
現
場
の
先
生
方
や
競

技
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
協
力
し

あ
っ
て
、
中
学
校
で
の
授
業
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
面
で
も
魅

力
的
な
種
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
地
元

で
伝
わ
り
、
少
し
で
も
多
く
の
中
学
校
で

採
用
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
特
別
講
師
で
あ
る
安
井
和
男

日
本
相
撲
連
盟
常
務
理
事
が
「
相
撲
は
日

本
人
の
考
え
た
競
技
で
あ
り
、
先
人
の

様
々
な
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
連
盟

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
相
撲
の
よ

さ
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
く
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
方
に
は
研
修
会
の

第
一
期
生
と
し
て
、
相
撲
の
拡
大
に
寄
与

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
、
３
日
間
に

わ
た
る
研
修
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
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日本武道館 編
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　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）


